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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内蔵記録媒体に対してデータの読み出し処理及び書き込み処理を行う第１データ処理部
と、外部記録媒体を着脱する複数の着脱部と、前記外部記録媒体に対してデータの読み出
し処理及び書き込み処理を行う複数の第２データ処理部とを１つの筐体内に備え、一の記
録媒体に記録してあるデータを他の記録媒体へダビングするダビング装置であって、
　前記一の記録媒体に記録してあるデータを指定された記録媒体へダビングする指定ダビ
ング予約、又はいずれかの着脱部に装着された外部記録媒体を自動的に選択して、前記内
蔵記録媒体に記録してあるデータを該外部記録媒体へダビングする自動選択ダビング予約
を受け付ける予約受付手段と、
　該予約受付手段が予約を受け付けた場合、データの読み出し処理及び書き込み処理を行
う対象のデータ処理部が処理中であるか否かを判断する第１判断手段と、
　前記予約受付手段が自動選択ダビング予約を受け付け、前記第１判断手段により処理中
でないと判断された場合、各着脱部に外部記録媒体が装着してあるか否かを検出する手段
と、
　一つの着脱部で外部記録媒体の装着が検出された第１の場合、検出された外部記録媒体
をダビング先として選択する手段と、
　複数の着脱部で複数の外部記録媒体の装着が検出された第２の場合、前記内蔵記録媒体
に記録してあるダビング対象のデータのデータ量を検出するデータ量検出手段と、
　前記複数の外部記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出手段と、
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　前記第２の場合、前記データ量検出手段が検出したデータ量、及び前記空き容量検出手
段が検出した空き容量の比較に基づきダビング先の外部記録媒体を選択する手段と、
　前記第１判断手段により処理中でないと判断された場合に、前記指定ダビング予約を受
け付けていたときに一の記録媒体から指定された記録媒体へデータをダビングし、一方、
前記自動選択ダビング予約を受け付けていたときに、前記内蔵記録媒体から選択した記録
媒体へデータをダビングするように、前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込
み処理を制御する制御手段と
　を備えることを特徴とするダビング装置。
【請求項２】
　番組の放送時間帯を規定した電子番組表を取得する取得手段と、
　該取得手段が取得する電子番組表に基づいて放送が休止される時間帯を特定する特定手
段と
　を備え、
　前記予約受付手段が予約を受け付けた場合、前記特定手段が特定した時間帯は前記処理
中でないと判断して、一の記録媒体から他の記録媒体へデータをダビングするように、前
記制御手段は前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み処理を制御することを
特徴とする請求項１に記載のダビング装置。
【請求項３】
　データを記録する時間帯を規定した記録予約を受け付ける記録予約受付手段と、
　該記録予約受付手段が受け付けた記録予約に基づいて記録予約が入っていない時間帯を
特定する時間特定手段と
　を備え、
　前記予約受付手段が予約を受け付けた場合、前記時間特定手段が特定した時間帯は前記
処理中でないと判断して、一の記録媒体から他の記録媒体へデータをダビングするように
、前記制御手段は前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み処理を制御するこ
とを特徴とする請求項１に記載のダビング装置。
【請求項４】
　電源の入り切りの操作を受け付ける操作受付部と、
　前記予約受付手段が予約を受け付けた場合にて前記操作受付部が電源切りの操作を受け
付けたとき、前記処理中でないと判断して、一の記録媒体から他の記録媒体へデータをダ
ビングするように、前記制御手段は前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み
処理を制御することを特徴とする請求項１に記載のダビング装置。
【請求項５】
　ダビング中に前記操作受付部が電源入りの操作を受け付けたとき、前記制御手段は前記
データ処理部の処理を停止させる制御を行うことを特徴とする請求項４に記載のダビング
装置。
【請求項６】
　前記内蔵記録媒体はハードディスク装置であり、
　放送されるコンテンツデータを受信する受信部を備え、
　前記第１データ処理部は、前記受信部が受信したコンテンツデータを前記ハードディス
ク装置へ書き込む処理を行う手段を備える請求項１乃至請求項５のいずれか１つに記載の
ダビング装置。
【請求項７】
　前記受信部は、デジタル放送に係るコンテンツデータを受信する手段を備える請求項６
に記載のダビング装置。
【請求項８】
　ダビング中に一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータの未ダビング量を検出
する未ダビング量検出手段と、
　ダビング中に他の記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出手段と、
　前記未ダビング量検出手段が検出した未ダビング量及び前記空き容量検出手段が検出し
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た空き容量の大小を判断する第２判断手段と、
　該第２判断手段により未ダビング量が空き容量に比べて大きいと判断された場合、未ダ
ビング量が減少するように未ダビング分のデータの変換処理を行う変換処理手段とを備え
、
　前記制御手段は、前記変換処理手段が変換処理を行ったデータを他の記録媒体に書き込
ませる制御を行うことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１つに記載のダビン
グ装置。
【請求項９】
　一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータのデータ量を検出するデータ量検出
手段と、
　他の記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出手段と、
　前記データ量検出手段が検出したデータ量及び前記空き容量検出手段が検出した空き容
量の大小を判断する第３判断手段と、
　該第３判断手段によりデータ量が空き容量に比べて大きいと判断された場合、ダビング
対象のデータのデータ量が減少するようにデータの変換処理を行う変換処理手段とを備え
、
　前記制御手段は、前記変換処理手段が変換処理を行ったデータを他の記録媒体に書き込
ませる制御を行うことを特徴とする請求項１乃至請求項７のいずれか１つに記載のダビン
グ装置。
【請求項１０】
　一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータのデータ量を検出するデータ量検出
手段と、
　他の記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出手段と、
　前記データ量検出手段が検出したデータ量及び前記空き容量検出手段が検出した空き容
量の大小を判断する第３判断手段と、
　該第３判断手段によりデータ量が空き容量に比べて大きいと判断された場合、ダビング
が行えない旨を出力する出力手段と
　を備える請求項１乃至請求項７のいずれか１つに記載のダビング装置。
【請求項１１】
　一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータがデジタルハイビジョン放送のデー
タであるか否かを判断する第４判断手段と、
　該第４判断手段がデジタルハイビジョン放送のデータであると判断した場合に、ダビン
グ先をより空き容量が大きい方の記録媒体に決定する決定手段とを備え、
　該決定手段が決定した記録媒体へデータをダビングするように、前記制御手段は前記対
象のデータ処理部の書き込み処理の制御を行うことを特徴とする請求項１乃至請求項１０
のいずれか１つに記載のダビング装置。
【請求項１２】
　前記制御手段は、第１の記録媒体へデータをダビングするように対象となるデータ処理
部の書き込み処理を制御する手段と、ダビングの進行に応じてダビング先を第２の記録媒
体へ切り替えるように前記対象のデータ処理部の処理に対する制御を行う手段とを備える
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１０のいずれか１つに記載のダビング装置。
【請求項１３】
　ダビング先が前記第２の記録媒体へ切り替えられた場合、ダビング対象のデータのデー
タ量が減少するようにデータの変換処理を行うデータ変換処理手段を備える請求項１２に
記載のダビング装置。
【請求項１４】
　第１の記録媒体は、片面の記録容量が８．６ギガバイト以上の光ディスクであり、
　第２の記録媒体は、光ディスクであり、
　各記録媒体を載置する２つのトレイを備えることを特徴とする請求項１乃至請求項１３
のいずれか１つに記載のダビング装置。
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【請求項１５】
　読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処理部と、
　記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約受付手
段と、
　該出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前記対象のデータ処理部及び出力処
理部が処理中であるか否かを検出する検出手段と
　を備え、
　該検出手段により処理中でないことが検出された場合、データを外部へ出力するように
、前記制御手段は、前記データ処理部の読み出し処理及び出力処理部の処理を制御するこ
とを特徴とする請求項１乃至請求項１４のいずれか１つに記載のダビング装置。
【請求項１６】
　読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処理部と、
　番組の放送時間帯を規定した電子番組表を取得する取得手段と、
　該取得手段が取得する電子番組表に基づいて放送が休止される時間帯を特定する特定手
段と、
　記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約受付手
段と
　を備え、
　前記出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前記特定手段が特定した時間帯に
データを外部へ出力するように、前記制御手段は、前記対象のデータ処理部の読み出し処
理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする請求項１乃至請求項１４のいずれか
１つに記載のダビング装置。
【請求項１７】
　読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処理部と、
　データを記録する時間帯を規定した記録予約を受け付ける記録予約受付手段と、
　該記録予約受付手段が受け付けた記録予約に基づいて記録予約が入っていない時間帯を
特定する時間特定手段と、
　記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約受付手
段と
　を備え、
　該出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前記時間特定手段が特定した時間帯
にデータを外部へ出力するように、前記制御手段は、前記対象のデータ処理部の読み出し
処理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする請求項１乃至請求項１４のいずれ
か１つに記載のダビング装置。
【請求項１８】
　読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処理部と、
　記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約受付手
段と、
　電源の入り切りの操作を受け付ける操作受付部と
　を備え、
　前記出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合にて前記操作受付部が電源切りの操
作を受け付けたとき、前記制御手段は、データを外部へ出力するように前記対象のデータ
処理部の読み出し処理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする請求項１乃至請
求項１４のいずれか１つに記載のダビング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体間でのダビング、外部装置とのダビングに対してダビング予約を行
った場合、装置の状況に応じて自動的にダビングを実行するようにしてユーザのダビング
に係る操作負担の低減を図ったダビング装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、放送番組の録画装置（ダビング装置に相当）として、磁気テープに録画を行うＶ
ＨＳ（Video Home System）方式のものが広く普及していた。昨今は、ＤＶＤ（Digital V
ersatile Disk）のような光ディスクに録画を行う録画装置、また、ＤＶＤに対する処理
部に加えてハードディスク装置を内蔵してＤＶＤ及びハードディスク装置のいずれにも録
画できるようにした録画装置も存在する。さらには、ＶＨＳビデオテープのような磁気テ
ープ、ＤＶＤのような光ディスク、及びハードディスク装置と云った３種類の記録媒体に
対して録画可能にした録画装置も登場している。
【０００３】
　上述したような複数の記録媒体に対応した録画装置は一般に、記録媒体間でデータをダ
ビングできる仕様になっており、例えば、ＶＨＳビデオテープに記録されているデータを
ＤＶＤへダビングすること、ハードディスク装置に録画した番組をＤＶＤへダビングする
こと等が可能である。また、２枚の光ディスクの間でダビングを行えるように、計２つの
ディスクトレイを具備した装置が開示されている（特許文献１参照）。
【０００４】
　さらに、従来の録画装置は通常、外部機器との接続端子を有しており、この接続端子に
接続される外部機器が録画を行えるものであれば、外部機器との間でもダビングを行える
。昨今では、ＩＥＥＥ（Institute of Electrical and Electronics Engineers Inc.）１
３９４の規格に適合した接続端子を有する録画装置が増加しており、ＩＥＥＥ１３９４規
格に適合した録画装置同士では接続が容易であると共に、データの劣化をおさえて装置間
でダビングを行える。
【特許文献１】特開２００３－２８８７７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ハードディスク装置はＤＶＤのような光ディスクに比べると非常に大きな記録容量を確
保しているため、録画装置に内蔵されてハードディスク装置に放送された番組などを多量
に記録保存ができる。その結果、ユーザが意識しない間に多量のデータがハードディスク
装置に記録されていると云う事態が生じる。このような場合、ハードディスク装置に記録
された多量のデータの中から、ユーザが本当に保存したいデータだけをＤＶＤのような光
ディスクへダビングすることになるが、一般に、ハードディスク装置からＤＶＤへのダビ
ングは時間がかかり、また、ダビング中はハードディスク装置及びＤＶＤの使用が制限さ
れるため、録画装置をユーザが自由に使えなくなると云う問題がある。
【０００６】
　上述した問題に対してダビングの日時を指定してダビング予約を行えるようにした録画
装置も存在するが、このような録画装置ではダビングの日時指定等の入力が必須なので、
ユーザは先々の事情を考慮してダビングの日時を決定する必要があると共に、所要の入力
操作を強いられ、依然としてダビング処理に係るユーザの操作負担の低減は十分でない。
【０００７】
　一方、近時、デジタルハイビジョン放送が開始されたが、デジタルハイビジョン放送の
番組を放送された状態の画質及び音質で記録すると、記録した番組のデータ量はアナログ
放送の同時間の番組に比べて非常に大きくなる。そのため、デジタルハイビジョン放送の
番組をダビングする場合、上述した各問題は一層顕著になる。
【０００８】
　また、昨今は片面単層の最大記録容量が２７ＧＢ（Giga byte：ギガバイト）であるブ
ルーレイディスク（Blu-ray Disc：登録商標）及び片面単層の記録容量が１５ＧＢである
ＨＤ　ＤＶＤ（High Definition ＤＶＤ、以下、ＨＤＤＶＤと称す）のような従来のＤＶ
Ｄよりも遙かに高密度仕様の光ディスクが登場しており、このような高密度仕様の光ディ
スクに適したダビング形態及びダビング処理が今後重要になると想定される。
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【０００９】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたものであり、記録媒体間でのダビング、外部装
置とのダビングに対してダビング予約を行った場合、装置の状況に応じて自動的にダビン
グを開始してユーザのダビングに係る操作負担の低減を図ったダビング装置を提供するこ
とを目的とする。
　また、本発明は、ダビング対象のデータの種類、ダビング先の記録媒体の種類等を考慮
して最適なダビング処理を行えるようにしたダビング装置を提供することを目的とする。
【００１０】
　さらに、本発明は、データの保存に最適な着脱タイプの複数の記録媒体、及び高密度の
仕様の着脱タイプの記録媒体に対して効率的なダビング処理を実行できるようにしたダビ
ング装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために本発明に係るダビング装置は、内蔵記録媒体に対してデータ
の読み出し処理及び書き込み処理を行う第１データ処理部と、外部記録媒体を着脱する複
数の着脱部と、前記外部記録媒体に対してデータの読み出し処理及び書き込み処理を行う
複数の第２データ処理部とを１つの筐体内に備え、一の記録媒体に記録してあるデータを
他の記録媒体へダビングするダビング装置であって、前記一の記録媒体に記録してあるデ
ータを指定された記録媒体へダビングする指定ダビング予約、又はいずれかの着脱部に装
着された外部記録媒体を自動的に選択して、前記内蔵記録媒体に記録してあるデータを該
外部記録媒体へダビングする自動選択ダビング予約を受け付ける予約受付手段と、該予約
受付手段が予約を受け付けた場合、データの読み出し処理及び書き込み処理を行う対象の
データ処理部が処理中であるか否かを判断する第１判断手段と、前記予約受付手段が自動
選択ダビング予約を受け付け、前記第１判断手段により処理中でないと判断された場合、
各着脱部に外部記録媒体が装着してあるか否かを検出する手段と、一つの着脱部で外部記
録媒体の装着が検出された第１の場合、検出された外部記録媒体をダビング先として選択
する手段と、複数の着脱部で複数の外部記録媒体の装着が検出された第２の場合、前記内
蔵記録媒体に記録してあるダビング対象のデータのデータ量を検出するデータ量検出手段
と、前記複数の外部記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出手段と、前記第２の場合
、前記データ量検出手段が検出したデータ量、及び前記空き容量検出手段が検出した空き
容量の比較に基づきダビング先の外部記録媒体を選択する手段と、前記第１判断手段によ
り処理中でないと判断された場合に、前記指定ダビング予約を受け付けていたときに一の
記録媒体から指定された記録媒体へデータをダビングし、一方、前記自動選択ダビング予
約を受け付けていたときに、前記内蔵記録媒体から選択した記録媒体へデータをダビング
するように、前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み処理を制御する制御手
段とを備えることを特徴とする。　
【００１２】
　本発明にあっては、ダビングの予約を受け付けた場合、ダビング元となる一の記録媒体
よりデータの読み出し処理を行う一のデータ処理部、及びダビング先となる他の記録媒体
へ書き込み処理を行う他のデータ処理部がそれぞれ処理中であるか否かを検出し、処理中
でない場合にダビングを行うので、ダビングに必要な処理部分が未使用であれば自動的に
ダビングが行われる。よって、ユーザは日時を指定しないで単にダビングを指示する旨の
予約さえ装置に入れておけば、就寝中、外出中と云うようにユーザが装置を使用していな
い間にダビングが実行され、ユーザのダビング処理に係る負担を低減できる。なお、ダビ
ングとは、一の記録媒体に記録してあるデータを他の記録媒体へコピーすること、一の記
録媒体に記録してあるデータの他の記録媒体へ移動（ムーブ）することの一方又は両方の
意味が含まれるものとする（以下、同様）。
　また、本発明にあっては、複数のデータ処理部を備え、各データ処理部で書き込み処理
を行ういずれかの記録媒体をダビング先として指定可能になっているので、ユーザは希望
するダビング先へダビング元となる一の記録媒体に記録されたデータをダビングできる。
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なお、記録媒体は同種の記録媒体を適用できるように装置設計を行うこと、相異する種類
の記録媒体を適用できるように装置設計を行うことの両方が想定でき、装置の仕様に応じ
て記録媒体の種類を設定することが考えられる。
　そして、本発明にあっては、着脱タイプの外部記録媒体が着脱部に装着されているか否
かを検出し、いずれか一つの外部記録媒体が装置に受け入れられた場合、受け入れられた
方へ自動的にダビング先を決定するので、記録媒体の入れ忘れによりダビングが開始でき
なくなる事態を未然に防止できる。
　さらに、本発明にあっては、ダビング対象のデータのデータ量と、各外部記録媒体の空
き容量との比較をそれぞれ行い、比較の結果に応じてダビング先を決定するので、ダビン
グ先が二つ以上ある場合における空き容量不足によるダビングの失敗を確実に防止して、
いずれかの外部記録媒体にデータをダビングできるようになる。
【００１３】
　本発明に係るダビング装置は、番組の放送時間帯を規定した電子番組表を取得する取得
手段と、該取得手段が取得する電子番組表に基づいて放送が休止される時間帯を特定する
特定手段とを備え、前記予約受付手段が予約を受け付けた場合、前記特定手段が特定した
時間帯は前記処理中でないと判断して、一の記録媒体から他の記録媒体へデータをダビン
グするように、前記制御手段は前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み処理
を制御することを特徴とする。
【００１４】
　本発明にあっては、ダビングの予約を受け付けた場合、電子番組表に基づき特定した放
送の休止時間帯にダビング処理を行うので、装置の作動に影響を与えることなく自動的に
ダビング処理を実行してユーザのダビング処理に係る負担の低減を図れる。即ち、放送の
休止時間帯は放送番組の録画を行うことはできないので、このような時間帯を利用して自
動的にダビング処理を行うことで、装置の空き時間を有効に利用した効率的なダビング処
理を実現できる。また、放送される番組の中にプロ野球のようなスポーツ番組が存在する
場合は、スポーツの試合が延長されることにより、後の番組の放送時間が変更されること
があるが、本発明では随時送信されてくる電子番組表に基づき放送休止の時間帯を特定す
るので、予定されていた番組の放送時間が変更になっても、確実に放送休止の時間帯にダ
ビングを行える。
【００１５】
　本発明に係るダビング装置は、データを記録する時間帯を規定した記録予約を受け付け
る記録予約受付手段と、該記録予約受付手段が受け付けた記録予約に基づいて記録予約が
入っていない時間帯を特定する時間特定手段とを備え、前記予約受付手段が予約を受け付
けた場合、前記時間特定手段が特定した時間帯は前記処理中でないと判断して、一の記録
媒体から他の記録媒体へデータをダビングするように、前記制御手段は前記対象のデータ
処理部の読み出し処理及び書き込み処理を制御することを特徴とする。
【００１６】
　本発明にあっては、ダビングの予約を受け付けた場合、記録予約（録画予約）に関係し
ない時間帯にダビング処理を行うので、装置の録画予約に影響を与えることなく自動的に
ダビング処理を実行してユーザのダビング処理に係る負担低減を図れる。即ち、録画予約
が入っていない時間帯は一般に、装置の記録媒体に対するデータの読み書きの機能は使用
されていない状態になるので、このような時間帯を利用して自動的にダビング処理を行う
ことにより、ユーザがダビング処理を行う時期を意識することなくデータのダビングを完
了できる。
【００１７】
　本発明に係るダビング装置は、電源の入り切りの操作を受け付ける操作受付部と、前記
予約受付手段が予約を受け付けた場合にて前記操作受付部が電源切りの操作を受け付けた
とき、前記処理中でないと判断して、一の記録媒体から他の記録媒体へデータをダビング
するように、前記制御手段は前記対象のデータ処理部の読み出し処理及び書き込み処理を
制御することを特徴とする。
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【００１８】
　本発明にあっては、電源切りの操作がユーザにより行われると、ユーザは装置を使用す
る意思が無いと判断できるので、ダビングの予約を受け付けているときは、この間にダビ
ング処理を自動で行うことにより、ユーザがデータのダビングに対して特別な意識を持た
なくてもダビングが終了し、ユーザのダビングに係る処理負担を大幅に低減できるように
なる。
【００１９】
　本発明に係るダビング装置は、ダビング中に前記操作受付部が電源入りの操作を受け付
けたとき、前記制御手段は前記データ処理部の処理を停止させる制御を行うことを特徴と
する。
　本発明にあっては、ダビング中に電源入りの操作が行われた場合、装置の使用が開始さ
れると判断してダビング処理を一旦停止するので、ダビング処理がユーザの装置使用を妨
げることもない。なお、ダビング中に電源入りの操作が行われることは、装置を複数人で
使用するときなどに、ダビング予約を入れた者以外の第３者によりなされることが想定さ
れる。また、ダビング処理を停止した場合は、ダビングを行った箇所を記憶させておき、
電源切りの操作が行われてから、ダビングを再開する制御を行うことが好ましい。
【００２０】
　本発明に係るダビング装置は、前記内蔵記録媒体はハードディスク装置であり、放送さ
れるコンテンツデータを受信する受信部を備え、前記第１データ処理部は、前記受信部が
受信したコンテンツデータを前記ハードディスク装置へ書き込む処理を行う手段を備える
ことを特徴とする。
　本発明にあっては、放送される番組をハードディスク装置へ一旦記録するようにしてあ
るので、放送される番組を保存するか否かを気にすることなく多量にハードディスク装置
へ残すことが可能になり、ダビング対象となるデータを多く確保できる。
【００２１】
　本発明に係るダビング装置は、前記受信部は、デジタル放送に係るコンテンツデータを
受信する手段を備えることを特徴とする。
　本発明にあっては、デジタル放送を受信できるようにしてあるので、ダビング対象のデ
ータとして高画質及び高音質であるデジタルハイビジョン放送の番組のコンテンツデータ
を確保できる。また、このようなコンテンツデータはデータ量も大きいが、本発明では、
着脱タイプの記録媒体に比べて大容量であるハードディスク装置へ一旦記録するので、支
障無くデジタル放送の番組を保存できる。
【００２２】
　本発明に係るダビング装置は、ダビング中に一の記録媒体に記録してあるダビング対象
のデータの未ダビング量を検出する未ダビング量検出手段と、ダビング中に他の記録媒体
の空き容量を検出する空き容量検出手段と、前記未ダビング量検出手段が検出した未ダビ
ング量及び前記空き容量検出手段が検出した空き容量の大小を判断する第２判断手段と、
該第２判断手段により未ダビング量が空き容量に比べて大きいと判断された場合、未ダビ
ング量が減少するように未ダビング分のデータの変換処理を行う変換処理手段とを備え、
前記制御手段は、前記変換処理手段が変換処理を行ったデータを他の記録媒体に書き込ま
せる制御を行うことを特徴とする。
【００２３】
　本発明にあっては、ダビング処理の途中にデータの未ダビング量とダビング先の記録媒
体の空き容量を比較し、未ダビング量が空き容量に比べて大きい場合は、未ダビング分の
データをデータ量が減少するように変換するので、不測の事態によりダビング先の記録媒
体の空き容量がダビング開始時より減少しても、一つの記録媒体へダビングするデータを
収めることができる。なお、記録媒体の空き容量が当初より減少する場合としては、ダビ
ング予約を行ったユーザ又は他のユーザによりダビング処理が一旦停止され、割り込んだ
ようにダビング先の記録媒体へ別のデータが新たに書き込まれるとき等が想定される。
【００２４】
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　本発明に係るダビング装置は、一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータのデ
ータ量を検出するデータ量検出手段と、他の記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出
手段と、前記データ量検出手段が検出したデータ量及び前記空き容量検出手段が検出した
空き容量の大小を判断する第３判断手段と、該第３判断手段によりデータ量が空き容量に
比べて大きいと判断された場合、ダビング対象のデータのデータ量が減少するようにデー
タの変換処理を行う変換処理手段とを備え、前記制御手段は、前記変換処理手段が変換処
理を行ったデータを他の記録媒体に書き込ませる制御を行うことを特徴とする。
【００２５】
　本発明にあっては、ダビング対象となるデータのデータ量とダビング先の記録媒体の空
き容量を比較し、データ量が空き容量に比べて大きい場合は、データ量が減少するように
データの変換を行うので、確実に他の記録媒体にデータが収まるようにダビングを行える
。なお、データ量が減少するようにデータの変換を行う処理内容としては、ダビング対象
のデータがデジタルハイビジョン放送の番組である場合はダウンコンバートすること、そ
の他の種類のデータでは所要の圧縮処理をすること等が該当する。
【００２６】
　本発明に係るダビング装置は、一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータのデ
ータ量を検出するデータ量検出手段と、他の記録媒体の空き容量を検出する空き容量検出
手段と、前記データ量検出手段が検出したデータ量及び前記空き容量検出手段が検出した
空き容量の大小を判断する第３判断手段と、該第３判断手段によりデータ量が空き容量に
比べて大きいと判断された場合、ダビングが行えない旨を出力する出力手段とを備えるこ
とを特徴とする。
【００２７】
　本発明にあっては、ダビング対象となるデータのデータ量とダビング先の記録媒体の空
き容量を比較し、データ量が空き容量に比べて大きい場合は、ダビングが行えない旨を出
力するので、記録媒体の空き容量不足でダビングが不完全になることを未然に防止できる
。なお、ダビングが行えない旨の出力はダビング予約を受け付けた際に行うことが、その
旨をユーザに確実に伝える点で好適である。また、出力の仕方としては装置に設けた警告
灯の点灯又は点滅、装置に設けた表示パネル等での表示、警告音の出力、装置に接続され
るモニタ装置でのＯＳＤ（On Screen Display）処理等が該当する。
【００３４】
　本発明に係るダビング装置は、一の記録媒体に記録してあるダビング対象のデータがデ
ジタルハイビジョン放送のデータであるか否かを判断する第４判断手段と、該第４判断手
段がデジタルハイビジョン放送のデータであると判断した場合に、ダビング先をより空き
容量が大きい方の記録媒体に決定する決定手段とを備え、該決定手段が決定した記録媒体
へデータをダビングするように、前記制御手段は前記対象のデータ処理部の書き込み処理
の制御を行うことを特徴とする。
【００３５】
　本発明にあっては、ダビング対象のデータの種類に応じてダビング先を決定するので、
ダビング対象のデータ種類に合わせた適切なダビング処理を確保できる。例えば、第１の
記録媒体がブルーレイディスクのような大容量を確保した光ディスクであり、第２の記録
媒体がＤＶＤ程度の記録容量を有する光ディスクである場合、ダビング対象のデータがデ
ジタルハイビジョン放送の番組であれば大容量の光ディスクをダビング先に決定し、ダビ
ング対象のデータがアナログ放送の番組であればＤＶＤ程度の記録容量の光ディスクをダ
ビング先に決定する処理を行う。このようにすることで、ダビング対象のデータの品質を
維持してダビングを行えるようになる。
【００３６】
　本発明に係るダビング装置は、前記制御手段は、第１の記録媒体へデータをダビングす
るように対象となるデータ処理部の書き込み処理を制御する手段と、ダビングの進行に応
じてダビング先を第２の記録媒体へ切り替えるように前記対象のデータ処理部の処理に対
する制御を行う手段とを備えることを特徴とする。
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【００３７】
　本発明にあっては、ダビング先を第１の記録媒体から第２の記録媒体へと切り替えるこ
とが可能であるため、ダビング対象のデータのデータ量が非常に大きい場合でも二つの記
録媒体への書き込み処理を連携させてスムーズにデータをダビングできるようになる。
【００３８】
　本発明に係るダビング装置は、ダビング先が前記第２の記録媒体へ切り替えられた場合
、ダビング対象のデータのデータ量が減少するようにデータの変換処理を行うデータ変換
処理手段を備えることを特徴とする。
　本発明にあっては、ダビング先を第２の記録媒体へ切り替えた場合に、データ量が減少
するようにデータの変換処理を行うので、デジタルハイビジョン放送の長時間番組のデー
タをダビングする場合でも確実に二つの記録媒体を用いてダビングできるようになる。
【００３９】
　本発明に係るダビング装置は、第１の記録媒体は、片面の記録容量が８．６ギガバイト
以上の光ディスクであり、第２の記録媒体は、光ディスクであり、各記録媒体を載置する
２つのトレイを備えることを特徴とする。
【００４０】
　本発明にあっては、片面の記録容量が８．６ギガバイト以上の光ディスクを載置する第
１のトレイと、別の光ディスクを載置する第２のトレイを備えるので、ダビングする際に
二つの光ディスクを適用できるようになり、様々なダビング形態に対応可能となる。なお
、第１のトレイに載置する光ディスクとしては、ブルーレイディスク、ＨＤ ＤＶＤ等が
該当し、第２のトレイに載置する光ディスクとしては、ブルーレイディスク、ＨＤ ＤＶ
Ｄ等に加えて、ＤＶＤ－／＋Ｒ、ＤＶＤ－／＋ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭ等の各種ＤＶＤが該
当する。
【００４１】
　本発明に係るダビング装置は、読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処
理部と、記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約
受付手段と、該出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前記対象のデータ処理部
及び出力処理部が処理中であるか否かを検出する検出手段とを備え、該検出手段により処
理中でないことが検出された場合、データを外部へ出力するように、前記制御手段は、前
記データ処理部の読み出し処理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする。
【００４２】
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、出力元でのデータの読み出し
処理を行うデータ処理部、及びデータの出力処理を行う出力処理部が処理中であるか否か
を検出し、処理中でない場合は読み出したデータの外部への出力処理を行うので、外部機
器とのダビングに必要な処理部分が未使用であれば自動的に外部機器との間でダビングが
行われる。よって、ユーザはデータ出力の予約さえ行っておけば、就寝中、外出中などの
ユーザが装置を使用していない間に外部機器へデータのダビングが行われ、ユーザのダビ
ング処理の負担を低減できる。なお、この場合、ダビング装置に接続される外部機器はデ
ータを書き込める状態にしておく必要がある。
【００４３】
　本発明に係るダビング装置は、読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処
理部と、番組の放送時間帯を規定した電子番組表を取得する取得手段と、該取得手段が取
得する電子番組表に基づいて放送が休止される時間帯を特定する特定手段と、記録媒体に
記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約受付手段とを備え、
前記出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前記特定手段が特定した時間帯にデ
ータを外部へ出力するように、前記制御手段は、前記対象のデータ処理部の読み出し処理
及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする。
【００４４】
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、電子番組表に基づき特定した
放送の休止時間帯にデータの出力処理を行うので、装置の作動に影響を与えることなく自
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動的に外部機器へデータのダビング処理を実行してユーザのダビング処理に係る負担低減
を図れる。
【００４５】
　本発明に係るダビング装置は、読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処
理部と、データを記録する時間帯を規定した記録予約を受け付ける記録予約受付手段と、
該記録予約受付手段が受け付けた記録予約に基づいて記録予約が入っていない時間帯を特
定する時間特定手段と、記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け
付ける出力予約受付手段とを備え、該出力予約受付手段が出力予約を受け付けた場合、前
記時間特定手段が特定した時間帯にデータを外部へ出力するように、前記制御手段は、前
記対象のデータ処理部の読み出し処理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする
。
【００４６】
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、記録予約（録画予約）に関係
しない時間帯に外部機器との間でダビング処理を行うので、装置の録画予約に係る作動に
影響を与えることなく自動的に外部機器へデータのダビング処理を実行してユーザのダビ
ング処理に係る負担低減を図ることができる。
【００４７】
　本発明に係るダビング装置は、読み出されたデータを外部へ出力する処理を行う出力処
理部と、記録媒体に記録してあるデータを外部へ出力する出力予約を受け付ける出力予約
受付手段と、電源の入り切りの操作を受け付ける操作受付部とを備え、前記出力予約受付
手段が出力予約を受け付けた場合にて前記操作受付部が電源切りの操作を受け付けたとき
、前記制御手段は、データを外部へ出力するように前記対象のデータ処理部の読み出し処
理及び出力処理部の処理を制御することを特徴とする。
【００４８】
　本発明にあっては、電源切りの操作がユーザにより行われると、ユーザは装置を使用す
る意思が無いと判断できるので、データの出力予約を受け付けたときは、電源切りとなっ
ている間に外部機器へデータのダビング処理を自動で行うことにより、ユーザがダビング
に対して特別な意識を持たなくてもダビングを終了させてユーザのダビングに係る処理負
担の大幅な低減が可能になる。
【発明の効果】
【００４９】
　本発明にあっては、ダビング予約を受け付けた場合、ダビング元に係る一のデータ処理
部及びダビング先に係る他のデータ処理部がそれぞれ処理中であるか否かを検出し、処理
中でない場合にダビングを行うので、ダビング装置のダビングに係る処理部分が使用され
ていない間に、ダビング予約に係るダビングを完了して、ダビングに対するユーザの負担
を大幅に低減できる。
【００５０】
　本発明にあっては、ダビング予約を受け付けた場合、電子番組表に基づき特定した放送
の休止時間帯にダビング処理を行うので、ダビング装置が録画を行えない時間帯に自動的
にダビングを完了して、ダビングに対するユーザの負担を大幅に低減できる。
　本発明にあっては、ダビング予約を受け付けた場合、録画予約が入っていない時間帯に
ダビング処理を行うので、録画予約の処理に影響を与えることなく自動的にダビング処理
を完了して、ダビングに対するユーザの負担低減を図れる。
【００５１】
　本発明にあっては、電源切りの操作が行われた後に、ダビング予約に係るダビングを実
行するので、装置を使用すると云うユーザの意思を妨げることなく自動でダビングを完了
できる。
　本発明にあっては、ダビング中に電源入りの操作が行われた場合、ダビング処理を一旦
停止するので、自動で行うダビングがユーザの装置使用を妨げることを防止できる。
【００５２】
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　本発明にあっては、放送される番組をハードディスク装置へ一旦記録するようにしてあ
るので、放送される番組を視聴するか否かを気にすることなく、取り敢えずハードディス
ク装置へ残すことができ、ダビング対象となるデータを多く確保できる。
　本発明にあっては、デジタル放送を受信できるので、ダビング対象のデータとして高画
質及び高音質であるデジタルハイビジョン放送の番組のコンテンツデータを確保できる。
【００５３】
　本発明にあっては、ダビング処理の途中にデータの未ダビング量とダビング先の記録媒
体の空き容量を比較し、未ダビング量が空き容量に比べて大きい場合は、未ダビング分の
データをデータ量が減少するように変換するので、ダビング当初よりダビング先の記録媒
体の空き容量がダビング開始時より減少しても、確実にダビングを完了できる。
　本発明にあっては、ダビング対象となるデータのデータ量とダビング先の記録媒体の空
き容量を比較し、データ量が空き容量に比べて大きい場合は、データ量が減少するように
データの変換を行うので、確実に他の記録媒体にデータが収まるようにダビングを実行で
きる。
【００５４】
　本発明にあっては、ダビング対象となるデータのデータ量とダビング先の記録媒体の空
き容量を比較し、データ量が空き容量に比べて大きい場合は、ダビングが行えない旨を出
力するので、空き容量不足でダビングが不完全になることを未然に防止できる。
【００５５】
　本発明にあっては、第２データ処理部で書き込み処理を行ういずれかの外部記録媒体を
ダビング先として指定可能なので、ユーザは希望するダビング先へデータをダビングでき
る。
　本発明にあっては、着脱タイプの第１の記録媒体の存在の検出と、着脱タイプの第２の
記録媒体の存在の検出を行い、いずれか一方が存在する場合、存在する方を自動的にダビ
ング先に決定するので、記録媒体の入れ忘れによりダビングが開始できなくなる事態を未
然に防止できる。
【００５６】
　本発明にあっては、ダビング対象のデータのデータ量と、第１の記録媒体の空き容量及
び第２の記録媒体の空き容量との比較をそれぞれ行い、比較の結果に応じてダビング先を
決定するので、ダビング先が二つある場合における空き容量不足によるダビングの失敗を
確実に防止できる。
　本発明にあっては、ダビング対象のデータの種類に応じてダビング先を決定するので、
ダビング対象のデータ種類に合わせた適切なダビングを実行できる。
【００５７】
　本発明にあっては、ダビング先を第１の記録媒体から第２の記録媒体へと切り替えるこ
とが可能であるため、ダビング対象のデータのデータ量が非常に大きい場合でも二つの記
録媒体へスムーズにダビングできる。
　本発明にあっては、ダビング先を第２の記録媒体へ切り替えた場合に、データ量が減少
するようにデータの変換処理を行うので、デジタルハイビジョン放送の長時間番組のデー
タをダビングする場合でも確実に二つの記録媒体へダビングできる。
【００５８】
　本発明にあっては、片面の記録容量が８．６ギガバイト以上の光ディスクを載置する第
１のトレイと、別の光ディスクを載置する第２のトレイを備えるので、ダビングする際に
二つの光ディスクを適用して様々なダビング形態に対応できる。
【００５９】
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、データ処理部及び出力処理部
が処理中であるか否かを検出し、処理中でない場合は読み出したデータを外部へ出力する
ので、外部機器とのダビングに必要な処理部分が未使用であれば自動的に外部機器へダビ
ングを実行して、ダビングに対するユーザの負担を低減できる。
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、電子番組表に基づき特定した
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放送の休止時間帯にデータの出力処理を行うので、ダビング装置が録画を行えない時間帯
に自動的に外部機器へデータのダビング処理を実行してユーザのダビング処理に係る負担
低減できる。
【００６０】
　本発明にあっては、データの出力予約を受け付けた場合、録画予約が入っていない時間
帯に外部機器との間でダビング処理を行うので、録画予約に係る処理を妨げることなく自
動的に外部機器へデータのダビング処理を実行してユーザのダビング処理に係る負担を低
減できる。
　本発明にあっては、電源切りの操作がユーザにより行われた場合、その間に外部機器へ
のダビングを自動で実行するので、ユーザがダビング装置を使用しない間にダビングを完
了させてユーザのダビングに係る処理負担を大幅に低減できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６１】
　図１は、本発明の実施形態に係る録画装置１（ダビング装置に相当）を示している。本
実施形態の録画装置１は３種類の記録媒体に対応しており、具体的にはブルーレイディス
ク及びＤＶＤ系の２種類の光ディスクを装着可能にすると共に、ハードディスク装置を内
蔵することで、３種の記録媒体間でデータのダビングを可能にしている。さらに、録画装
置１は外部機器とも接続可能にしており、外部機器との間でもデータのダビングを行える
ようにしている。なお、録画装置１は、地上デジタル放送、ＢＳ・１１０度ＣＳデジタル
放送、及び地上アナログ放送等を受信する複数のチューナ部を内蔵し、受信した放送内容
（コンテンツデータ）を各記録媒体に記録（録画）可能にしている。
【００６２】
　ブルーレイディスク（以下、「ＢＤ」と称す）は一般にカートリッジ内に光ディスクが
収納された形態になっており、カートリッジに光ディスクを収納した状態のＢＤを録画装
置１は受入可能にしている。また、ＤＶＤ系の光ディスクにはＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ＋Ｒ
Ｗ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ＋Ｒ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤビデオ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、
及びビデオＣＤ等があり、これらの各種光ディスクを総称して、以下「ＤＶＤ」と称す。
【００６３】
　なお、録画装置１では、ＢＤ、ＤＶＤ、ハードディスク装置がダビング元になる場合、
それぞれが一の記録媒体に相当するときがあり、ダビング先になるときは他の記録媒体に
相当するときがある。また、ＢＤ、ＤＶＤは着脱タイプの記録媒体であるため、ダビング
状況によっては、第１記録媒体、第２記録媒体に相当するときもある。
【００６４】
　図１に示す録画装置１は、高さ方向の厚みが薄い直方体状の筐体２の前面２ａ側の中央
部分に開閉式のパネル部３を設けており、パネル部３の表面３ａには、ＤＶＤに対する処
理状態を示すリング状の第１発光部４、ハードディスク装置の処理状況及び他の様々な処
理状況を表示する円形の液晶表示部５、並びにＢＤに対する処理状態を示すリング状の第
２発光部６を設けている。また、録画装置１は、筐体２の前面２ａの一端部分（図中では
左端）にユーザから電源入り切りの操作を受け付ける電源ボタン８ａを配置し、他端部分
（図中では右側）にパネル部３の開放ボタン８ｂとリモートコントロール装置４０（図５
参照）のリモコン受光部７を設けている。
【００６５】
　図２は、パネル部３を開放した状態の録画装置１を示している。開放されたパネル部３
の内面３ｂには各種スイッチ及びボタンが設けられており、その中にはダビング予約ボタ
ン８ｈも含まれている。また、パネル部３の開放により露出する筐体２の奥前面部２ｂに
はＢＤ及びＤＶＤの受入部が設けられている。
【００６６】
　詳しくは、奥前面部２ｂの図中の右上側にＢＤ用の第１受入部として横長矩形状の開口
２ｃが形成されると共に開口２ｃを閉鎖するようにシャッタ部２ｄが開閉可能に取り付け
られ、また、奥前面部２ｂの図中の左上側にＤＶＤ用の第２受入部として横長矩形状の開
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口２ｅが形成され、開口２ｅを閉鎖するようにシャッタ部２ｆが開閉可能に取り付けられ
ている。なお、各開口２ｃ、２ｅの中央側にはトレイ開閉ボタン８ｆ、８ｇが設けられて
いる。
【００６７】
　また、奥前面部２ｂは、それぞれのトレイ開閉ボタン８ｆ、８ｇの下方となる部分に、
ＤＶＤに対する処理を行うために処理対象を切り替える操作指示を受け付けるＤＶＤ切替
スイッチ８ｃ、ハードディスク装置に対する処理への切替用のＨＤＤ切替スイッチ８ｄ、
及びＢＤに対する処理への切替用のＢＤ切替スイッチ８ｅを配置する。なお、各切替スイ
ッチ８ｃ～８ｅはスイッチ機能及び発光機能の２つの機能を具備しており、各切替スイッ
チ８ｃ～８ｅが押されると、押された切替スイッチ８ｃ～８ｅの周辺部に一体で設けられ
た発光部が、それぞれに対応するＤＶＤ、ＢＤ、又はＨＤＤへの各種処理の実行に連動し
て点灯又は点滅するようになっている。
【００６８】
　さらに、奥前面部２ｂは、各切替スイッチ８ｃ～８ｅの右側にＢ－ＣＡＳカード挿入用
のスロット部１０を設けている。Ｂ－ＣＡＳカードとは、地上波デジタルテレビジョン放
送、ＢＳデジタル放送、又は１１０度ＣＳデジタル放送等の各種有料デジタル放送の受信
に必要なカードであり、デジタル放送の暗号化された放送波の暗号解除用のデータが記憶
されている。
【００６９】
　さらにまた、奥前面部２ｂは、各切替スイッチ８ｃ～８ｅの左側に、外部機器との接続
用の接続部としてＩＥＥＥ１３９４端子部（出力処理部に相当）９を設けている。このＩ
ＥＥＥ１３９４端子部９には、ＩＥＥＥ１３９４規格に合致した接続端子を有する外部機
器（録画再生装置、デジタルビデオカメラ、表示装置等）を接続でき、図２には、ＩＥＥ
Ｅ１３９４規格に対応したデジタルビデオカメラＤＶに接続したコードＣの端部に設けた
コネクタ端子ＴをＩＥＥＥ１３９４端子部９へ接続する状況を示している。
【００７０】
　図３は、ＢＤ用の第１トレイ１１及びＤＶＤ用の第２トレイ１２を開口２ｃ、２ｅから
引き出した状態の録画装置１を示している。第１トレイ１１は通常、筐体２の内部に格納
されており、トレイ開閉ボタン８ｆが押されると、図示しない駆動機構が作動して開口２
ｃより外方へ引き出される。第１トレイ１１の上面はＢＤを載置できる形状にされており
、ＢＤを載置した状態でトレイ開閉ボタン８ｆが再度押されると、第１トレイ１１は筐体
２の内方へ引き込まれる。なお、第１トレイ１１に載置されて筐体２の内部へ収納された
ＢＤは、カートリッジ内の光ディスクがＢＤドライブ用のモータ部１４で駆動回転される
と共に、第１光ピックアップ部１３から発せられる青色光で照射され、データの読み出し
及び書き込み処理、空き容量の検出処理等が行われる。
【００７１】
　ＤＶＤ用の第２トレイ１２は、上述した第１トレイ１１と同様に通常は筐体２の内部に
格納されており、トレイ開閉ボタン８ｇが押されることで図示しない駆動機構が作動し開
口２ｅより引き出される。第２トレイ１２の上面はＤＶＤの載置に合致した形状であり、
ＤＶＤを載置した状態でトレイ開閉ボタン８ｇが再度押されると、第２トレイ１２は筐体
２へ引き込まれ、ＢＤの場合と同様にＤＶＤはＤＶＤドライブ用のモータ部１６で駆動回
転されると共に、第２光ピックアップ部１５が発するレーザ光で照射される。なお、録画
装置１は、格納した状態の第２トレイ１１の下方となる筐体２の内部空間にハードディス
ク装置１７を配置している。
【００７２】
　図４は、録画装置１の主要な内部構成を示すブロック図である。録画装置１は、各種放
送を受信できるように、地上デジタルチューナ部２１、ＢＳ・１１０度ＣＳデジタルチュ
ーナ部２２、及びＶＨＦ／ＵＨＦチューナ部２３を備え、各チューナ部２１～２３をデー
タ伝送線ｄ１～ｄ３で画像／音声信号処理部２６に接続している。また、画像／音声信号
処理部２６にはＩＥＥＥ１３９４端子部９（図２参照）、外部出力部２４、外部入力部２
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５、及び伝送制御処理部２７をデータ伝送線ｄ４～ｄ７で接続している。
【００７３】
　さらに、伝送制御処理部２７には、ＢＤドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９、及び
ハードディスク装置１７用の接続インタフェース部３０をデータ伝送線ｄ８～ｄ１０で接
続している。録画装置１は、上述したような接続構成により、各チューナ部２１～２３で
受信した放送番組のコンテンツデータを画像／信号処理部２６、伝送制御処理部２７、及
び所要のデータ伝送線ｄ１～ｄ３等を通じてＢＤドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９
、及びハードディスク装置１７へ伝送できるようにしている。また、録画装置１は、ＢＤ
ドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９、及びハードディスク装置１７のそれぞれの間で
伝送制御処理部２７及び各データ伝送線ｄ８～ｄ１０等を通じてデータを伝送できるよう
にしている。
【００７４】
　また、録画装置１は、上述した各部２１～３３等の作動に対する制御、録画処理に係る
制御、録画予約に係る制御及び装置全体に対する制御及び各部２１～３３等の処理状態の
把握等を行う制御部２０を設けている。この制御部２０には、表示制御部３４、リモコン
受光部７（図１参照）、操作部８、ＲＯＭ３１、ＲＡＭ３２、及びＢ－ｃａｓカード読取
部３３が接続されており、制御部２０はＲＯＭ３１に記録されているプログラムに基づき
所要の制御処理を行う。なお、制御部２０は、録画予約の内容及び電子番組表等を適宜更
新して記録するメモリ部（図示せず）、並びに時刻を計時する計時手段等を内蔵している
。また、図４のブロック図は、録画蔵置１の本発明に関連した部分のみを示しており、各
チューナ部２１～２３と接続されるアンテナ、及び各チューナ部２１～２３等と制御部２
０とを接続する制御線、給電線等の図示は省略している。
【００７５】
　次に上述した各部２１、２２等の機能及び処理内容等をそれぞれ説明する。
　地上デジタルチューナ部２１は、地上デジタル放送のコンテンツデータを受信する手段
を備えた受信部であり、制御部２０の制御に従い受信処理を行うと共に、受信したコンテ
ンツデータをデータ伝送線ｄ１を通じて画像／音声信号処理部２６へ伝送する。
【００７６】
　ＢＳ・１１０度ＣＳデジタルチューナ部２２は、ＢＳデジタル放送及び１１０度ＣＳデ
ジタル放送のコンテンツデータを受信する手段を備えた受信部であり、上述した地上デジ
タルチューナ部２１と同様に制御部２０の制御に従い受信処理を行い、受信したコンテン
ツデータをデータ伝送線ｄ２を通じて画像／音声信号処理部２６へ伝送する。
【００７７】
　なお、地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送、及び１１０度ＣＳデジタル放送にはデジ
タルハイビジョン放送が含まれており、各デジタルチューナ部２１、２２はデータ量が大
きいデジタルハイビジョン放送の受信も行う。また、各デジタルチューナ部２１、２２は
適時送信されてくる電子番組表（ＥＰＧ）のデータも受信（取得）も行っており、録画装
置１が電子番組表に従い番組予約を行うこと、録画予約を行うこと等を可能にしている。
【００７８】
　ＶＨＦ／ＵＨＦチューナ部２３は、地上アナログ放送のコンテンツデータを受信する受
信部であり、制御部２０の制御に従い受信処理を行い、受信したコンテンツデータをデー
タ伝送線ｄ３を通じて画像／音声信号処理部２６へ伝送する処理を行う。なお、ＶＨＦ／
ＵＨＦチューナ部２３は、コンテンツデータ以外に電子番組表データの受信（取得）も行
い、受信した電子番組表に基づき番組選択や番組予約を行うことができる。
【００７９】
　ＩＥＥＥ１３９４端子部９は、ＩＥＥＥ１３９４規格に対応した外部機器（図２に示す
デジタルビデオカメラＤＶ等）が接続可能になっており、制御部２０の制御に従い制御信
号及び画像・音声等のデータを外部へ出力する処理を行い、また、接続された外部機器か
ら制御信号及び画像・音声等のデータを受け取って、データ伝送線ｄ４を通じて画像／音
声信号処理部２６へ伝送する処理を行う。
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【００８０】
　外部出力部２４は、外部へ画像・音声データ等を外部へ出力するものであり、通常、録
画装置１が受信した放送内容及び再生する内容等に係る画像及び音声を出力できる装置と
してテレビジョン装置等の各種表示装置が接続される。本実施形態の外部出力部２４は、
複数の出力端子を具備し、具体的には映像出力端子、Ｓ映像端子、Ｄ映像端子、音声出力
端子、光デジタル端子、ＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface：登録商標）
端子、及びアンテナ出力端子等を備えている。また、外部入力部２５は、外部の録画再生
装置、ケーブルテレビジョン（CATV）用セットトップボックス（STB）等から出力された
各種データを受け付けるものであり、本実施形態では映像入力端子、Ｓ映像入力端子、及
び音声入力端子をそれぞれ２系統ずつ設けている。
【００８１】
　画像／音声信号処理部２６は、受け付けたデータに対して所要の処理を行うと共に、処
理を行ったデータを制御部２０が指定する先へ伝送するものである。画像／音声信号処理
部２６が行う処理としては、データのデコード処理、ダウンコンバート処理、アップコン
バート処理等のデータ変換処理がある。
【００８２】
　伝送制御処理部２７は、受け付けたデータを制御部２０の制御に従い所要の伝送先へ伝
送する処理を行うものである。具体的なデータの伝送形態としては、放送番組の録画を行
う場合、各チューナ部２１～２３が受信したコンテンツデータを画像／音声信号処理部２
６を通じて伝送制御処理部２７が受け付け、受け付けたコンテンツデータを録画先となる
ＢＤドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９又はハードディスク装置１７のいずれかへ伝
送する。
【００８３】
　また、ＢＤドライブ部２８及びＤＶＤドライブ部２９の間でディスク間ダビング処理を
行う場合は、伝送制御処理部２７及びデータ伝送線ｄ８、ｄ９を通じてダビング元のディ
スクからダビング先のディスクへデータを伝送する。さらに、ＢＤドライブ部２８及びハ
ードディスク装置１７の間でディスク間ダビング処理を行う場合、伝送制御処理部２７及
びデータ伝送線ｄ８、ｄ１０を通じてデータを伝送し、ＤＶＤドライブ部２９及びハード
ディスク装置１７の間でディスク間ダビング処理を行う場合、伝送制御処理部２７及びデ
ータ伝送線ｄ９、ｄ１０を通じてデータを伝送する。
【００８４】
　さらにまた、ＢＤドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９、又はハードディスク装置１
７のいずれかと、ＩＥＥＥ１３９４端子部９に接続された外部機器との間でダビング処理
を行う場合は、データ伝送線ｄ８～ｄ９のいずれかと、伝送制御処理部２７からＩＥＥＥ
１３９４端子部９までを繋ぐ経路とを通じてデータ伝送が行われる。なお、録画装置１は
、ダビングに係る速度を高速又は等速の２段階で変更可能にしている。
【００８５】
　ＢＤドライブ部２８は、ＢＤに対してデータの書き込み処理及び読み出し処理を行うデ
ータ処理部（ダビング状況によっては第１処理部）に相当する。ＢＤドライブ部２８は、
ＢＤを筐体２の内部へ受け入れるために第１トレイ１１（図３参照）及びトレイ駆動機構
等を有すると共に、受け入れたＢＤを回転駆動するためのモータ部１４、並びに第１トレ
イ１１上のＢＤの有無検出、ＢＤの空き容量検出、ＢＤへのデータ書込、ＢＤからのデー
タ読出、記録されているデータの種類検出等を行うための青色光を発する第１光ピックア
ップ部１３を有する。
【００８６】
　また、ＢＤドライブ部２８は、ＢＤからデータの読み出した場合、そのデータをデータ
伝送線ｄ８を通じて伝送制御処理部２７へ順次伝送する。さらに、ＢＤへデータの書き込
み処理を行う場合、ＢＤドライブ部２８は伝送制御処理部２７からデータ伝送線ｄ８を通
じて順次送られてくるデータを第１光ピックアップ部１３によりＢＤへ書き込む。
【００８７】
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　ＤＶＤドライブ部２９は、ＤＶＤに対してデータの書き込み処理及び読み出し処理を行
うデータ処理部（ダビング状況によっては第２処理部）に相当し、上述したＢＤドライブ
部２８と同様に、ＤＶＤ受入用の第２トレイ１２（図３参照）、トレイ駆動機構等、及び
ＤＶＤの回転駆動用のモータ部１６、ＤＶＤの有無検出、ＤＶＤの空き容量検出、ＤＶＤ
へのデータ書込、ＤＶＤからのデータ読出、記録されているデータの種類検出等を行うた
めのレーザ光を発する第２光ピックアップ部１５を具備している。
【００８８】
　ＤＶＤドライブ部２９が、ＤＶＤからデータを読み出した場合、そのデータをデータ伝
送線ｄ９を通じて伝送制御処理部２７へ順次伝送する。ＤＶＤへデータの書き込み処理を
行う場合、ＤＶＤドライブ部２９は伝送制御処理部２７からデータ伝送線ｄ９を通じて順
次送られてくるデータを第２光ピックアップ部１３によりＤＶＤへ書き込む。
【００８９】
　また、図３に示すように筐体２の内部に取り付けられるハードディスク装置１７は、接
続インタフェース部３０を介してデータ伝送線ｄ１０と接続されており、本実施形態では
接続インタフェース部３０がハードディスク装置１７に対してデータの書き込み処理及び
読み出し処理を行うデータ処理部に相当する。
【００９０】
　接続インタフェース部３０でのデータ読み出し処理は、制御部２０の制御に従いハード
ディスク装置１７へデータ読出信号を送ることで、ハードディスク装置１７からデータを
読み出し、このデータをデータ伝送路１０を通じて伝送制御処理部２７へ伝送する。なお
、ハードディスク装置１７は制御回路、モータ駆動部、データが記録される磁気ディスク
、及びヘッド部等を有し、接続インタフェース部３０からデータ読出信号を受けると、制
御回路の制御に従いモータ駆動部が磁気ディスクを回転させてヘッド部により磁気ディス
クの所要箇所からデータを読み出し、そのデータを接続インタフェース部３０へ送る。
【００９１】
　なお、接続インタフェース部３０は、読み出し信号以外にも空き容量の検出指示信号、
記録されているデータの種類の検出指示信号を制御部２０の制御に従い、ハードディスク
装置１７へ送り、ハードディスク装置１７は、これらの検出指示信号を受けると、空き容
量の検出、記録されているデータの種類の検出等を行い、検出結果を接続インタフェース
部３０へ返す処理を行う。
【００９２】
　また、接続インタフェース部３０でのデータ書き込み処理は、制御部２０の制御に従い
ハードディスク装置１７へデータ書込信号を送ると共に書き込むためのデータを伝送制御
処理部２７から受け取ってハードディスク装置１７へ送ることで、ハードディスク装置１
７にデータを書き込ませている。なお、ハードディスク装置１７は、接続インタフェース
部３０からデータ書込信号を受けると、制御回路の制御に従いモータ駆動部が磁気ディス
クを回転させてヘッド部を磁気ディスクの書込箇所に移動させて、送られてくるデータを
磁気ディスクへ書き込む。
【００９３】
　一方、制御部２０に接続されている表示制御部３４には、図１にも示すＤＶＤに対する
処理状況を示す第１発光部４、ハードディスク装置等の処理状況を表示する液晶表示部５
、及びＢＤに対する処理状況を示す第２発光部６が繋がれている。録画装置１は、各発光
部４、６及び液晶表示部５の表示に対して多様な表示モードを有しており、表示制御部３
４は、制御部２０の制御に基づき各発光部４、６の発光形態及び液晶表示部５の表示形態
を各種表示モードに合わせて制御する。
【００９４】
　リング状の各発光部４、６は図１０に示すように、計８個の第１発光セグメント４ａ、
６ａ～第８発光セグメント４ｈ、６ｈを有しており、各発光セグメント４ａ～４ｈ、６ａ
～６ｈの点灯、点滅等が表示制御部３４で制御される。例えば、ＤＶＤからＢＤへデータ
のダビング処理を行う場合でダビング量を表示するモードのとき、ダビング開始時点では
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、図１０に示すようにＤＶＤに対応する第１発光部４の各発光セグメント４ａ～４ｈの全
てが点灯する一方、ＢＤに対応する第２発光部６の各発光セグメント６ａ～６ｈは全て消
灯している。
【００９５】
　第１発光部４での各発光セグメント４ａ～４ｈの点灯はダビング対象のデータの未ダビ
ング量を示しており、全てが点灯しているときは、ダビング対象のデータのダビング進行
程度は全データ量の８分の１以下であることを示す。よって、全データの８分の１の量の
データのダビングが進行する毎に、第１発光部４は第８発光セグメント４ｈから消灯して
いく。一方、第２発光部６は逆に第１発光セグメント６ａから点灯していくように制御さ
れており、第２発光部６での各発光セグメント６ａ～６ｈの発光は、ダビング対象のデー
タのダビングされた量を示し、各発光セグメント６ａ～６ｈの点灯具合によりダビングの
進行具合が一目でわかるようになる。よって、ＤＶＤからＢＤへのダビングが終了すると
、第１発光部４の各発光セグメント４ａ～４ｈの全てが消灯し、第２発光部６の各発光セ
グメント６ａ～６ｈは点灯する。
【００９６】
　また、ＤＶＤからＢＤへデータのダビング処理を行う場合でダビング速度を表示するモ
ードのときは、図１１に示すように、各発光部４、６の各発光セグメント４ａ～４ｈ、６
ａ～６ｈの中よりそれぞれ１つのみを時計方向に順に点灯することで、光がリング状の各
発光部４、６を回転するような表示形態を実現する。この際、高速ダビングを行っている
場合は、等速ダビングを行っているときに比べて各発光セグメント４ａ～４ｈ、６ａ～６
ｈの点灯の切り替える時間を早くすることで、光の回転が見かけ上、早くなるようにして
、ダビング速度の違いを表すようにしている。
【００９７】
　さらに、液晶表示部５の表示形態も表示制御部３４により適宜制御され、各チューナ部
２１～２３の受信チャンネルの番号、ダビングの内容がコピー又はムーブのいずれである
か、ハードディスク装置１７がダビング元であるか、ダビング先であるか等を液晶表示部
５は表示する。なお、表示制御部３４は、録画装置１の番組の受信状況、録画状況、ダビ
ング状況、選択されている表示モード等を把握している制御部２０から現在の状況が通知
されることで、上述した各発光部４、６及び液晶表示部５の表示に係る制御を行える。
【００９８】
　図４に示すリモコン受光部７は、図５のリモートコントロール装置（以下、リモコン装
置と称す）４０からの操作信号に係る赤外光を受光し、受光した内容（操作信号）を制御
部２０へ伝送する処理を行う。なお、リモコン装置４０は、多数のボタン及びキー等を設
けており、各ボタンの中には左上の電源の入り切りの操作を受け付ける電源ボタンに加え
て、ＤＶＤ切替ボタン４１、ＨＤＤ切替ボタン４２、及びＢＤ切替ボタン４３があり、各
切替ボタン４１～４３は、図２に示す筐体２の奥前面部２ｂの中央箇所に設けた各切替ス
イッチ８ｃ～８ｅと同等の機能が割り当てられている。
【００９９】
　また、リモコン装置４０は、上下左右キー４４～４７及び決定キー４８を設けており、
これらのキー４４～４７はＯＳＤ（On Screen Display）等で表示されるメニュー画像中
の項目からユーザが希望する項目を選択する場合などに操作される。さらにリモコン装置
４０は、ユーザからのダビング予約の指示を受け付けるダビング予約ボタン４９も有する
。
【０１００】
　図４に戻り、制御部２０に接続された操作部８は図１、図２に示す装置本体側（筐体２
）に設けられる各ボタン８ａ～８ｈ等の集合部であり、操作部８を構成するボタンがユー
ザにより操作されることで、ボタンに割り当てられた操作信号が制御部２０へ伝送される
。また、ＲＯＭ３１には制御部２０用のプログラム、ＯＳＤ用のメニュー画像データ、判
断処理用の閾値及び基準値等が予め記録されている。ＲＡＭ３２には制御部２０で処理さ
れる内容（データ）等が一時的に記録される。さらに、Ｂ－ｃａｓカード読取部３３は、
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図２に示すスロット部１０に挿入されたＢ－ｃａｓカードの記録内容を読み取り、読み取
った内容を制御部２０へ送っている。
【０１０１】
　次に、制御部２０の制御処理に基づく録画装置１の作動形態を説明する。先ず、各チュ
ーナ部２１～２３で受信した放送の番組を録画する場合、図２に示す筐体２の奥前面部２
ｂに設けられ、それぞれが発光機能も具備するＤＶＤ切替スイッチ８ｃ、ＨＤＤ切替スイ
ッチ８ｄ、又はＢＤ切替スイッチ８ｅのいずれか、若しくは図５に示すリモコン装置４０
におけるＤＶＤ切替ボタン４１、ＨＤＤ切替ボタン４２、又はＢＤ切替ボタン４３のいず
れかが操作を受け付けることで、制御部２０は受け付けた切替ボタン８ｃ～８ｅ、４１～
４３に対応する記録媒体を録画先に設定し、その後所要の録画開始指示を受け付けること
で、制御部２０がＢＤドライブ部２８、ＤＶＤドライブ部２９、又は接続インタフェース
部３０で録画処理が行われるように制御する。
【０１０２】
　また、各チューナ部２１～２３で受信する放送の番組に対して録画予約（記録予約）を
行う場合、上述した各切替スイッチ８ｃ～８ｅ、４１～４３のいずれかで録画先の設定操
作を受け付けると、次に制御部２０は図８に示す録画予約メニュー画像５５に係る表示用
データを外部出力部２４（図４参照）から出力する制御を行い、録画装置１の外部出力部
２４に接続されたテレビジョン装置（図示せず。以下同様）の画面に録画予約メニュー画
像５５を表示させる処理を行う。
【０１０３】
　録画予約メニュー画像５５が表示されると、ユーザはリモコン装置４０を使って「番組
表（デジタル）予約」、「かんたん画面予約」、「Ｇコード予約」、「日時指定予約」と
云う項目の中から録画予約の方法を選択する操作を行う。制御部２０はリモコン受光部７
から録画予約の方法を選択する操作信号を受けると、次に、選択された録画予約の方法に
従って録画予約処理を行う。
【０１０４】
　「番組表（デジタル）予約」の録画予約の方法の選択を受け付けると、制御部２０は各
チューナ部２１～２３で受信した電子番組表の内容（図１２参照）を録画装置１に接続さ
れたテレビジョン装置の画面に表示させるように、電子番組表に係るデータを外部出力部
２４から出力する処理を行う。それから、画面に表示された電子番組表の中からユーザが
録画を望む番組をリモコン装置４０の上下左右キー４４～４７及び決定キー４８の操作に
基づき受け付けて、その予約を設定する処理を行う。
【０１０５】
　また、図８の録画予約メニュー画像５５で「かんたん画面予約」の選択を受け付けた場
合、制御部２０はテレビジョン装置に放送局と時間帯とを対応させたマス目の表を表示さ
せる制御を行い、そのマス目の選択をリモコン装置４０で受け付けることで、制御部２０
は選択されたマス目に係る放送局に対して、その時間帯に放送される予約を受け付ける。
さらに、録画予約メニュー画像５５で「Ｇコード予約」の選択を受け付けた場合、制御部
２０はリモコン装置４０でＧコードに係る数値の入力を受け付けて、予約の設定処理を行
う。
【０１０６】
　さらにまた、録画予約メニュー画像５５で「日時指定予約」の選択を受け付けた場合、
制御部２０はリモコン装置４０で予約の日時に係る数値の入力を受け付けて、予約の設定
処理を行う。上述したように予約された内容は、制御部２０が内蔵するメモリ部に格納保
存される。
【０１０７】
　図１３は、上述した録画予約処理を経て設定された予約内容の一部を示しており、この
例では、１８時から２１時まで、及び２１時から２４時までの時間帯に録画予約が設定さ
れており、２４時から６時までの時間帯は録画の予約が入っていないことが分かる。また
、録画予約された後は、制御部２０は内蔵の計時手段で日時を計側し、録画予約の日時に
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なると、録画対象の番組を各チューナ部２１～２３のいずれかで番組を受信させると共に
、受信した番組を設定された録画先で録画するように制御を行う。
【０１０８】
　なお、録画予約においては、特に録画先の設定を省略することも可能であり、この場合
、確実に録画を行えるように、制御部２０は最も記録容量が大きいハードディスク装置１
７を録画先に設定する処理を行う。
【０１０９】
　また、上述したような録画を行ったデータを記録媒体の間、又は記録媒体と外部機器と
の間でダビング処理を行う場合、制御部２０は図６に示す第１メニュー画像５０をテレビ
ジョン装置に表示させる制御を行う。第１メニュー画像５０が表示されると、ユーザはリ
モコン装置４０を使って「ＨＤＤ」、「ＢＤ」、「ＤＶＤ」、「ＩＥＥＥ１３９４」と云
う項目の中からダビング元を選択する操作を行う。
【０１１０】
　制御部２０はリモコン受光部７からダビング元を選択する指示に係る操作信号を受ける
と、次に、ダビング元に記録されているダビング対象の番組を複数のサムネイルでテレビ
ジョン装置に表示させる処理を行い、各サムネイルの選択を受け付けることで、制御部２
０は選択されたサムネイルに係る番組のデータをダビング対象に設定する。ダビング対象
の設定後、制御部２０は、「ＨＤＤ」がダビング元に選択されていれば、図７（ａ）の第
２メニュー画像５１をテレビジョン装置に表示させる処理を行う。
【０１１１】
　第２メニュー画像５１が表示されると、ユーザはリモコン装置４０を使って「ＢＤ」、
「ＤＶＤ」、「ＩＥＥＥ１３９４」、「自動」の中からダビング先を選択する操作を行う
。制御部２０はリモコン受光部７からダビング先を選択する指示に係る操作信号を受ける
と、制御部２０は、図９に示すダビングの開始を指示する開始メニュー画像５６をテレビ
ジョン装置に表示させる制御処理を行う。
【０１１２】
　開始メニュー画像５６で「すぐにダビング」が選択された場合、制御部２０は「ＨＤＤ
」から、選択されたダビング先へダビング処理が行われるように、ＢＤドライブ部２８、
ＤＶＤドライブ部２９又はＩＥＥＥ１３９４端子部９のいずれか、接続インタフェース部
３０、及び伝送制御処理部２７等に対して制御処理を行う。一方、「ダビング予約」が選
択された場合、録画装置１の使用状況に応じてダビングが実行されるように制御部２０は
制御を行う。なお、ダビング予約の設定は、装置本体側のダビング予約ボタン８ｈ又はリ
モコン装置４０のダビング予約ボタン４９の操作によっても行える。
【０１１３】
　また、第２メニュー画像５１で「自動」が選択された場合、制御部２０は、ダビング対
象としてＢＤ又はＤＶＤのいずれかを特定する処理を行う。具体的に制御部２０は第１ト
レイ１１にＢＤが載置されているか、第２トレイ１２にＤＶＤが載置されているかを、各
ドライブ部２８、２９に検出させる指示を出す。検出の結果、ＢＤのみが載置されている
場合、制御部２０はＢＤをダビング先に特定し、ＤＶＤのみが載置されている場合、ＤＶ
Ｄをダビング先に特定する。
【０１１４】
　さらに、ＢＤ及びＤＶＤの両方が載置されていない場合、制御部２０はディスクが無い
のでダビングが行えない旨をテレビジョン装置で表示させる処理を行う。さらにまた、Ｂ
Ｄ及びＤＶＤの両方が載置されている場合、制御部２０は、続けてハードディスク装置１
７に記録されているダビング対象の番組のデータ量を検出するように接続インタフェース
部３０に制御指示を出すと共に、ＢＤ及びＤＶＤの空き容量を検出するように各ドライブ
部２８、２９に制御指示を出す。
【０１１５】
　それぞれの検出の結果、ＢＤの空き容量がＤＶＤの空き容量より大きく且つＢＤの空き
容量がダビング対象の番組のデータ量より大きい場合、制御部２０はＢＤをダビング先に
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特定し、ＤＶＤの空き容量がＢＤの空き容量より大きく且つＤＶＤの空き容量がダビング
対象の番組のデータ量より大きい場合、制御部２０はＤＶＤをダビング先に特定する。さ
らに、ＢＤ及びＤＶＤの両方の空き容量がダビング対象の番組のデータ量より小さい場合
、制御部２０は、ダビングが行えないのでＢＤ及びＤＶＤを交換する必要がある旨をテレ
ビジョン装置で表示させる処理を行う。制御部２０がこのような処理を行うことで、ユー
ザは特にダビング先を選択しなくても、最適なダビング先が自動的に設定される。
【０１１６】
　また、本実施形態の録画装置１は、上述したようにダビング予約を受け付けた場合、録
画装置１のダビングに係る処理部分が処理中でない（未使用である）か否かを検出し、未
使用であれば自動的にダビング処理を行うようにしている。録画装置１の制御部２０は、
ダビング予約に対して、このような制御処理を行うことで、ユーザのダビング処理に係る
負担を低減させている。
【０１１７】
　よって、ダビング先としてＢＤが特定された場合、制御部２０は、ダビング元の処理を
行う接続インタフェース部３０（ハードディスク装置１７）及びＢＤドライブ部２８が未
使用であるか否かを検出し、未使用であればハードディスク装置１７からダビング対象の
番組のデータを読み出すように接続インタフェース部３０に制御指示を出すと共に、読み
出されたデータをＢＤに書き込むように、伝送制御処理部２７及びＢＤドライブ部２８に
制御指示を出す。また、ダビング先としてＤＶＤが特定された場合も同様に、制御部２０
は、接続インタフェース部３０（ハードディスク装置１７）及びＤＶＤドライブ部２９が
未使用であるか否かを検出し、未使用であればダビング処理を実行する制御を行う。
【０１１８】
　また、ダビング処理が開始されても、ユーザの操作指示等によりダビングの処理部分が
使用されること（処理中）になると、制御部２０はダビングを停止させる処理制御をＢＤ
ドライブ部２８又はＤＶＤドライブ部２９のいずれかと、接続インタフェース部３０に対
して行う。このように、ダビングを停止することで、ユーザの操作指示を優先し、ダビン
グ処理はユーザが録画装置１を使用していない間に行うようにして、ユーザが録画装置１
を使用することを妨げないようにしている。
【０１１９】
　なお、上述したダビングに係る処理においては、図７（ａ）の第２メニュー画像５１に
おいて「ＩＥＥＥ１３９４」がダビング先として選択されると共に、ダビング予約（出力
予約）の操作が行われた場合も同様である。具体的には、ＩＥＥＥ１３９４端子部９及び
接続インタフェース部３０が処理中（未使用）であるか否かが制御部２０の制御により検
出され、未使用であれば、ダビングを行うため、ハードディスク装置１７から読み出され
たデータがＩＥＥＥ１３９４端子部９から外部へ出力される処理が実行される。また、Ｉ
ＥＥＥ１３９４端子部９及び接続インタフェース部３０のいずれかが処理中になれば、制
御部２０の制御によりダビングに係る処理が停止される。
【０１２０】
　また、ダビング先がＢＤ又はＤＶＤの場合で、ユーザの操作指示によりダビング処理が
停止されたときは、ＢＤ又はＤＶＤにデータが新たに書き込まれてダビング先のＢＤ又は
ＤＶＤの空き容量がダビング当初より減少することも生じる。そのため、録画装置１は、
ダビングの開始時だけでなく、ダビング途中もダビング対象の番組の未ダビングのデータ
量及びダビング先のＢＤ又はＤＶＤの空き容量を検出する制御処理を行う。検出の結果、
もし、未ダビングのデータ量がダビング先のディスクの空き容量より大きい場合、制御部
２０は、伝送制御処理部２７に対する制御でダビング対象のデータを一旦、画像／音声信
号処理部２６へ送り、この画像／音声信号処理部２６でデータ量を減少させるデータの変
換処理（ダウンコンバート等）を行わせ、その後にダビング先へデータを送る制御を行う
。このような制御を行うことで、不測の事態が生じてもダビングを確実に行えるようにな
る。
【０１２１】
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　一方、図７（ｂ）は、図６の第１メニュー画像５０でダビング元に「ＢＤ」が選択され
た後で、表示される第３メニュー画像５２を示し、第３メニュー画像５２が表示されると
、ユーザはリモコン装置４０を使って「ＨＤＤ」、「ＤＶＤ」、「ＩＥＥＥ１３９４」の
中からダビング先を選択する操作を行う。なお、ダビング先の選択後は、図９の開始メニ
ュー画像５６で「すぐにダビング」又は「ダビング予約」が選択されて、上述した場合と
同様のダビング処理が行われる。但し、ダビング先の自動決定に係る処理は、この場合、
ダビング元がＢＤであるため行われない。
【０１２２】
　また、図７（ｃ）は、図６の第１メニュー画像５０でダビング元に「ＤＶＤ」が選択さ
れた後で、表示される第４メニュー画像５３を示し、第４メニュー画像５３が表示される
と、ユーザはリモコン装置４０を使って「ＨＤＤ」、「ＢＤ」、「ＩＥＥＥ１３９４」の
中からダビング先を選択する操作を行う。さらに、図７（ｄ）は、ダビング元に「ＩＥＥ
Ｅ１３９４」が選択された後で、表示される第５メニュー画像５４を示し、第５メニュー
画像５４が表示されると、ユーザはリモコン装置４０を使って「ＨＤＤ」、「ＢＤ」、「
ＤＶＤ」の中からダビング先を選択する操作を行う。なお、「ＤＶＤ」及び「ＩＥＥＥ１
３９４」がダビング元の場合も、ダビング先の選択後は、上記した場合と同様のダビング
処理が行われる。
【０１２３】
　ダビング処理に対して上述したような制御を制御部２０が行うことで、本実施形態の録
画装置１は「ＢＤ」「ＤＶＤ」「ＨＤＤ（ハードディスク装置１７）」、及び「ＩＥＥＥ
１３９４（ＩＥＥＥ１３９４端子部９）」の間で双方向にダビング処理を行うことができ
、結果として計１２方向のダビング録画を実現している。
【０１２４】
　なお、外部の装置が関連する「ＩＥＥＥ１３９４」に係るダビング処理の中で、ダビン
グ元が「ＩＥＥＥ１３９４」であり、ダビング先が「ＢＤ」、「ＨＤＤ」となるパターン
は、ＢＤ及びＨＤＤ（ハードディスク装置１７）はいずれも大記録容量を確保した記録媒
体であるため、外部の装置から大きなデータ量のデータをダビングする際に好適となる。
また、ダビング元が「ＨＤＤ」であり、ダビング先が「ＩＥＥＥ１３９４」の場合、ＨＤ
Ｄ（ハードディスク装置１７）には録画装置１が録画する多様なデータが記録されている
ことから、多様なデータを他の装置で活用する点において重要になる。
【０１２５】
　図１４に示す第１フローチャートは、録画装置１においてダビング予約が設定された場
合の一連の処理を整理したものである。
　以下、第１フローチャートに従って、録画装置１のダビング予約時の処理を説明すると
、先ず、録画装置１はダビング元などの選択を受け付け（Ｓ１）、その後、ダビング予約
の指示をユーザから受け付けた否かを制御部２０が判断する（Ｓ２）。ダビング予約の指
示を受け付けていない場合（Ｓ２：ＮＯ）、ダビング予約の指示待ちになる。
【０１２６】
　また、ダビング予約の指示を受け付けた場合（Ｓ２：ＹＥＳ）、制御部２０はダビング
元及びダビング先に係る処理部分（各ドライブ部２８、２９、接続インタフェース部３０
、ＩＥＥＥ１３９４端子部９等が相当）が未使用であるか否かを検出する制御処理を行う
（Ｓ３）。処理部分が使用中である場合（Ｓ３：ＮＯ）、未使用になるまで処理待ちとな
る。一方、処理部分が未使用である場合（Ｓ３：ＹＥＳ）、制御部２０はダビングの実行
を開始させる制御を行う（Ｓ４）。
【０１２７】
　それから、制御部２０はダビングが終了したか否かを判断し（Ｓ５）、終了していない
場合（Ｓ５：ＮＯ）、処理部分が継続して未使用であるか否かを判断する（Ｓ６）。処理
部分が未使用である場合（Ｓ６：ＹＥＳ）、ダビングの処理段階（Ｓ４）へ戻る。また、
処理部分が未使用から使用中になった場合（Ｓ６：ＮＯ）、制御部２０はダビングを一旦
停止させるように処理部分を制御し（Ｓ７）、処理部分が未使用になったか否かを判断す
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る（Ｓ８）。
【０１２８】
　処理部分が依然として使用中である場合（Ｓ８：ＮＯ）、未使用になるまで処理待ちと
なる。また、処理部分が未使用になった場合（Ｓ８：ＹＥＳ）、ダビングの処理段階（Ｓ
４）へ戻り、ダビング処理を再開する。以降、ダビング処理が終了するまで上述した処理
を繰り返すことになる。最終的に、ダビングの終了の判断（Ｓ５）でダビング終了が判断
された場合（Ｓ５：ＹＥＳ）、ダビングに係る処理を終了し、ダビングの完了となる。こ
のように本実施形態の録画装置１では、ダビング予約さえしておけば、ユーザの録画装置
１の使用に重ならない間に、自動的にダビングが行われるので、ユーザのダビング処理負
担を低減できる。
【０１２９】
　図１５の第２フローチャートは、図１４の第１フローチャートに係るダビング予約に係
る処理において、ダビング元にハードディスク装置１７を選択し、ダビング先としては図
７（ａ）の第２メニュー画像５１で「自動」が選択された場合の、ダビング先の決定に係
る処理手順を示したものである。
【０１３０】
　この場合、録画装置１の制御部２０は、第１トレイ１１と第２トレイ１２とにディスク
（ＢＤ、ＤＶＤ）が載置されているか否かを検出する制御を行い（Ｓ１０）、両トレイ１
１、１２にディスク無しとの検出結果を受けた場合（Ｓ１０：両トレイになし）、テレビ
ジョン装置にディスク無しによりダビングが行えない旨を出力してユーザに報知する処理
を行ってから（Ｓ１４）、最初の段階判断（Ｓ１０）へ戻り、ディスクが載置されるまで
処理待ちとなる。
【０１３１】
　また、第２トレイ１２のみにＤＶＤが載置されているとの検出結果を受けた場合（Ｓ１
０：第２トレイにあり）、制御部２０はＤＶＤをダビング先に決定し（Ｓ１３）、ダビン
グ先の決定処理を終了する。さらに、第１トレイ１１のみにＢＤが載置されているとの検
出結果を受けた場合（Ｓ１０：第１トレイにあり）、制御部２０はＢＤをダビング先に決
定し（Ｓ１２）、ダビング先の決定処理を終了する。
【０１３２】
　さらにまた、両トレイにディスクが載置されているとの検出結果を受けた場合（Ｓ１０
：両トレイにあり）、次に制御部２０はダビング元（ハードディスク装置１７）のダビン
グ対象のデータのデータ量を検出し（Ｓ１１）、さらに、各ディスクの空き容量を検出す
る制御を行う（Ｓ１５）。それから制御部２０は、検出したデータ量と各ディスクの空き
容量との比較を行い（Ｓ１６）、両ディスクとも空き容量がデータ量より小さい場合（Ｓ
１６：両ディスクが小）、ディスク交換が必要である旨をテレビジョン装置に表示させて
ユーザに報知し（Ｓ１９）、最初の段階（Ｓ１０）へ戻るようにしている。
【０１３３】
　また、ＤＶＤの空き容量がＢＤより大きく且つデータ容量よりも大きい場合（Ｓ１６：
ＤＶＤが大）、制御部２０は、ＤＶＤをダビング先に決定し（Ｓ１８）、処理を終了する
。さらに、ＢＤの空き容量がＤＶＤより大きく且つデータ容量よりも大きい場合（Ｓ１６
：ＢＤが大）、制御部２０は、ＢＤをダビング先に決定し（Ｓ１７）、処理を終了する。
このように、本実施形態の録画装置１では、データの保管に適している着脱タイプの２つ
の記録媒体（ＢＤ、ＤＶＤ）のいずれかをダビング先を決定しなくても、最適なダビング
先が自動的に決定される。
【０１３４】
　図１６の第３フローチャートは、図１４の第１フローチャートでダビング予約が行われ
てダビングが実行される際に、平行的に行われる処理を示したものである。即ち、録画装
置１でダビング元及びダビング先が決定されると、制御部２０はダビング対象の番組のデ
ータ量を検出する制御を行い（Ｓ３０）、さらにダビング先の記録媒体の空き容量を検出
する制御を行い（Ｓ３１）、データ量が空き容量より大きいか否かを比較判断する（Ｓ３
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２）。
【０１３５】
　データ量が空き容量より大きい場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）、制御部２０はディスク交換が
必要である旨をテレビジョン装置へ表示するようにＯＳＤ表示用のデータを出力し（Ｓ３
３）、ディスクが交換されたか否かをディスクの有無検出により判断する（Ｓ３４）。デ
ィスクが交換されていない場合（Ｓ３４：ＮＯ）、交換待ちとなり、また、ディスクが交
換された場合（Ｓ３４：ＹＥＳ）、ダビング先の空き容量検出の段階（Ｓ３１）へ戻る。
【０１３６】
　一方、データ量が空き容量に比べて大きくない場合（Ｓ３２：ＮＯ）、制御部２０はダ
ビングの実行を開始する制御を行う（Ｓ３５）。また、ダビング開始後も制御部２０は、
ダビング対象のデータの未ダビングのダビング量を検出し（Ｓ３６）、さらにダビング先
の記録媒体の空き容量も随時検出する制御を行う（Ｓ３７）。それから、制御部２０は未
ダビングのデータ量が空き容量より大きいか否かを比較判断し（Ｓ３８）、未ダビングの
データ量が空き容量より大きくない場合（Ｓ３８：ＮＯ）、ダビングが終了したか否かを
判断する（Ｓ３９）。ダビングが終了していない場合（Ｓ３９：ＮＯ）、未ダビングのデ
ータ量を検出する段階（Ｓ３６）へ戻り、ダビングが終了した場合（Ｓ３９：ＹＥＳ）、
ダビング処理を終了する。
【０１３７】
　また、未ダビングのデータ量が空き容量より大きい場合（Ｓ３８：ＹＥＳ）、ダビング
対象のデータをデータ量が小さくなるように変換処理を行ってダビングを継続し（Ｓ４０
）、それからダビングが終了したか否かを判断する（Ｓ４１）。ダビングが終了していな
い場合（Ｓ４１：ＮＯ）、ダビング処理を継続し、ダビングが終了した場合（Ｓ４１：Ｙ
ＥＳ）、ダビング処理を終了する。このように、本実施形態の録画装置１は、ダビング中
も未ダビングのデータ量とダビング先の空き容量を比較し、場合によってはデータ変換を
行うので、ダビングが停止された場合にダビング先の記録媒体へデータが記録されても、
確実にダビング処理を完了できる。
【０１３８】
　なお、本発明の録画装置１は上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形例
の適用が可能である。例えば、ＢＤ及びＤＶＤの受入に対してトレイを設けるのではなく
、ＢＤ及びＤＶＤ挿入用のスロットを設けた構成にしてもよい。この場合、トレイ及びト
レイ駆動機構を省略でき、装置の小型化が容易になる。
【０１３９】
　また、上述した実施形態では、着脱タイプの一方の記録媒体にＢＤを用いる例で説明し
たが、ＢＤの替わりにＨＤＤＶＤを用いることも可能である。この場合はＢＤドライブ部
２８の構成をＨＤＤＶＤに対するデータ処理に合致した構成に変更することが必要である
。さらに、着脱タイプの他方の記録媒体もＤＶＤ以外のものを適用することが可能であり
、例えば、各種磁気テープ、ＤＶＤ以外の光ディスク、半導体メモリ、及び着脱タイプの
ハードディスクドライブ等を適用できる。このようにＤＶＤの替わり上述した着脱タイプ
の記録媒体に変更する場合は、ＤＶＤドライブ部２９の構成を、変更する記録媒体に対す
るデータ処理に合致した構成のドライブ部に置き換えることが必要である。
【０１４０】
　なお、他方の記録媒体に適用できるＤＶＤ以外の光ディスクには、ＢＤ及びＨＤＤＶＤ
も勿論含まれており、２つの記録媒体にそれぞれＢＤを適用したときは、２枚のＢＤによ
り大記録容量を確保でき、デジタルハイビジョン放送を録画する場合などに一段と好適に
なる。また、一方の記録媒体にＢＤ又はＨＤＤＶＤ、他方の記録媒体にＨＤＤＶＤ又はＢ
Ｄを適用した場合は、記録方式の異なる大記録容量を有する２種類の記録媒体に対してデ
ータ処理を行うことができ、記録方式の制限を受けることなく各記録媒体に記録したデー
タを自由に活用できる装置構成を確保できる。
【０１４１】
　さらにまた、録画装置１のハードディスク装置１７も他の記録媒体を適用することが可
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能であり、例えば、上述した着脱タイプの各種記録媒体を適用してもよい。この場合、ハ
ードディスク装置１７及び接続インタフェース部３０を、適用する記録媒体に合致したド
ライブ部に置き換えることとなる。
【０１４２】
　また、上述した実施形態では３つの記録媒体を用いる構成で説明したが、第４、第５の
記録媒体というように３つ以上の記録媒体に対応できるデータ処理部をさらに設けること
も可能である。新たに設けるデータ処理部が対応できる記録媒体の種類には、上述した各
記録媒体として適用できる種類のものを用いることが可能であり、この場合、用いる種類
の記録媒体に応じたドライブ部をデータ処理部として装置内部に設けることが必要である
。このように３つ以上の記録媒体に対応可能とすることにより、より多方向のダビング処
理を実現でき、ユーザが保有するデータの利用性をさらに向上できる。
【０１４３】
　さらに、ダビング対象のデータのデータ量がダビング先の空き容量より大きいことが、
最初から判明している場合で、その状態でユーザがダビングを望むときは、図１６の第３
フローチャートにおけるデータ量が空き容量より大きいか否かの判断（Ｓ３２）において
、データ量が空き容量より大きい場合（Ｓ３２：ＹＥＳ）に対して、ダビング対象のデー
タのデータ量が減少するようにダウンコンバータのようなデータ変換処理を行い、データ
量を減少させてデータをダビング処理するようにしてもよい。
【０１４４】
　さらにまた、図４に示すような構造の録画装置１において、ハードディスク装置１７に
記録された非常にデータ量が大きいデータをダビングする際で、一枚のディスクに収まら
ないときは、各トレイ１１、１２に載置されたＢＤ、ＤＶＤの２枚のディスクを連携させ
てダビングを行わせるようにしてもよい。この場合、ダビング先としてＢＤ又は自動等が
選択されていることになり、制御部２０はＢＤの空き容量が無くなってもダビングが終了
していない場合は、ダビング先の処理をＢＤドライブ部２８からＤＶＤドライブ部２９へ
切り替える制御を行うことになる。
【０１４５】
　図１７の第４フローチャートは、上述した２枚のディスクを連携させてダビングする場
合の処理手順を示すものであり、録画装置１は、先ずハードディスク装置１７のデータを
ＢＤへダビングし（Ｓ５０）、次に録画装置１の制御部２０はダビングが終了したか否か
を判断する（Ｓ５１）。ダビングが終了した場合は（Ｓ５１：ＹＥＳ）、通常に処理を終
了し、また、ダビングが終了していない場合（Ｓ５１：ＮＯ）、制御部２０はＢＤの空き
容量があるか無いかを検出する制御を行う（Ｓ５２）。
【０１４６】
　ＢＤに空き容量がある場合（Ｓ５２：ＹＥＳ）、ＢＤへのダビングの処理段階（Ｓ５０
）へ戻り、ＢＤへのダビングを継続する。また、ＢＤに空き容量がなくなった場合（Ｓ５
２）、制御部２０はダビング先をＢＤからＤＶＤへ切り替えるように各ドライブ部２８、
２９等に対し制御を行い（Ｓ５３）、それからダビングが終了したか否かを判断する（Ｓ
５４）。ダビングが終了していない場合（Ｓ５４：ＮＯ）、ＤＶＤへのダビング処理の段
階（Ｓ５３）へ戻り、ダビングが終了した場合は（Ｓ５４：ＹＥＳ）、処理を終了する。
このように２枚のディスクを連携させてダビングを行うことで、データ量が非常に大きい
データでも確実にダビングを行うことが可能になる。
【０１４７】
　なお、図１７の第４フローチャートの処理において、ダビング対象のデータがデジタル
ハイビジョン放送の番組等である場合、放送された状態の画質及び音質ではＤＶＤへ記録
することは不適なので、ＤＶＤへダビングを切り替える場合（Ｓ５３）、ダビング元のデ
ータをデータ量が減少するようにダウンコンバートのような変換処理を行わせてからＤＶ
Ｄへデータを書き込むように制御部２０は制御を行うことが好適である。なお、このよう
にダウンコンバートのような変換処理を行うにあたり、例えばテレビジョン装置に「ダウ
ンコンバートして記録すると画質が低下しますが、それでよろしいですか」、又は「ダウ
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ンコンバートしての記録を実行しますか」等の案内画面を表示して、ユーザに適宜報知で
きるように制御部２０が表示処理を制御するようにしてもよい。
【０１４８】
　また、図７（ａ）の第２メニュー画像５１で「自動」が選択された場合で、ダビング先
をＢＤ又はＤＶＤのいずれに決定するかの処理において、図１５の第２フローチャートの
ような処理を行う以外に、ダビング対象のデータの種類の着目し、データの種類に応じて
ダビング先を決定するようにしてもよい。
【０１４９】
　例えば、図１８の第５フローチャートに示すように、ハードディスク装置１７に記録さ
れているダビング対象の番組のデータがデジタルハイビジョン放送のものであるか、それ
以外であるかを制御部２０が接続インタフェース部３０に検出させる制御を行い（Ｓ６０
）、検出の結果、デジタルハイビジョン放送であれば（Ｓ６０：デジタルハイビジョン）
、制御部２０は大容量のＢＤをダビング先に決定し（Ｓ６１）、デジタルハイビジョン放
送でなければ（Ｓ６０：デジタルハイビジョン以外）、ＤＶＤをダビング先に決定する（
Ｓ６２）。このようにすることで、データ量が大きいデジタルハイビジョン放送の番組も
スムーズにダビングできるようになる。
【０１５０】
　さらに、ダビング予約の操作が行われた場合、ダビング処理を行うか否かの判断をダビ
ングに係る処理部分が未使用であるか否かに基づく以外に、他の判断基準を用いることも
可能である。例えば、図１２に示す電子番組表より放送が休止される時間帯を制御部２０
で特定し、その時間帯にダビング処理を行うようにすることも可能である。
【０１５１】
　図１９は、放送休止中にダビング処理を行う場合の処理手順を示した第６フローチャー
トである。この場合、先ず、録画装置１はダビング元などの選択を受け付け（Ｓ７０）、
ダビング予約の指示をユーザから受け付けた否かを制御部２０が判断し（Ｓ７１）、ダビ
ング予約の指示を受け付けていない場合（Ｓ７１：ＮＯ）、ダビング予約の指示待ちにな
る。また、ダビング予約の指示を受け付けた場合（Ｓ７１：ＹＥＳ）、制御部２０は各チ
ューナ部２１～２３で受信した電子番組表より放送が休止中である時間帯を特定し、内蔵
する計時手段により計測される時間との比較で、現在が放送休止中であるか否かを判断す
る（Ｓ７２）。
【０１５２】
　制御部２０が放送休止中でないと判断した場合（Ｓ７２：ＮＯ）、処理待ちとなり、一
方、放送休止中であると判断した場合（Ｓ７２：ＹＥＳ）、ダビングの実行を開始させる
制御を行う（Ｓ７３）。それから、制御部２０はダビングが終了したか否かを判断し（Ｓ
７４）、終了していない場合（Ｓ７４：ＮＯ）、依然として放送休止中であるか否かを判
断し（Ｓ７５）、放送休止中である場合（Ｓ７５：ＹＥＳ）、ダビングの処理段階（Ｓ７
３）へ戻りダビング処理を継続する。また、放送休止中でなくなった場合（Ｓ７５：ＮＯ
）、制御部２０はダビングを一旦停止させるように処理部分を制御し（Ｓ７６）、再度、
放送休止中になったか否かを判断する（Ｓ７７）。
【０１５３】
　放送休止中でない場合（Ｓ７７：ＮＯ）、放送休止中になるまで処理待ちとなり、放送
休止中になった場合（Ｓ７７：ＹＥＳ）、ダビングの処理段階（Ｓ７３）へ戻り、ダビン
グ処理を再開し、以降、ダビング処理が終了するまで上述した処理を繰り返し、最終的に
、ダビング終了の判断（Ｓ７４）でダビングの終了が判断された場合（Ｓ７４：ＹＥＳ）
、ダビングに係る処理を終了し、ダビングの完了となる。このように放送休止中にダビン
グ処理を行うことで、番組の録画が物理的に不可能である時間帯を有効に利用してダビン
グ処理を完了でき、効率的なダビング処理を実現できる。なお、このような図１９の第６
フローチャートの処理は、ダビング先がＩＥＥＥ１３９４端子部９に接続された外部機器
である場合でも、外部へデータを出力する処理に対して同様に適用できる。
【０１５４】
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　さらにダビング予約の操作が行われた場合、ダビングを実行するか否かの判断に係る別
の変形例として、録画予約に係る時間帯を判断基準にすることも可能である。この場合、
制御部２０は、図１３に示す録画予約の対する内容に基づき、録画予約が入っていない時
間帯を特定し、その時間帯にダビング処理を行わせる制御を行うことになる。
【０１５５】
　図２０は、録画予約が入っていない時間帯にダビング処理を行う場合の処理手順を示し
た第７フローチャートである。この場合、録画装置１はダビング元などの選択を受け付け
（Ｓ８０）、ダビング予約の指示を受け付けた否かを制御部２０が判断し（Ｓ８１）、指
示を受け付けていない場合（Ｓ８１：ＮＯ）、指示待ちになり、指示を受け付けた場合（
Ｓ８１：ＹＥＳ）、録画予約の内容より録画予約が入っていない時間帯を特定し、内蔵す
る計時手段により計測される日時との比較で、現在が録画予約時間に該当するか否かを判
断する（Ｓ８２）。
【０１５６】
　現在が録画予約時間である場合（Ｓ８２：ＹＥＳ）、処理待ちとなり、録画予約時間で
ない場合（Ｓ８２：ＹＥＳ）、制御部２０はダビングの実行を開始させる制御を行う（Ｓ
８３）。その後、制御部２０はダビングが終了したか否かを判断し（Ｓ８４）、終了して
いない場合（Ｓ８４：ＮＯ）、録画予約時間になったか否かを判断し（Ｓ８５）、録画予
約時間でない場合（Ｓ８５：ＮＯ）、ダビングの処理段階（Ｓ８３）へ戻り、録画予約時
間になった場合（Ｓ８５：ＹＥＳ）、制御部２０はダビングを一旦停止させる制御を行い
（Ｓ８６）、その後、録画予約時間であるか否かを再度判断する（Ｓ８７）。
【０１５７】
　依然として録画予約時間である場合（Ｓ８７：ＹＥＳ）、処理待ちとなり、録画予約時
間でなくなった場合（Ｓ８７：ＮＯ）、ダビングの処理段階（Ｓ８３）へ戻り、ダビング
処理を再開し、以降、ダビング処理が終了するまで上述した処理を繰り返し、最終的に、
ダビング終了の判断（Ｓ８４）でダビングの終了が判断された場合（Ｓ８４：ＹＥＳ）、
ダビングに係る処理を終了する。このように録画予約時間でない間にダビング処理を行う
ことで、番組の録画予約が行われていない時間帯を有効に利用してダビング処理を完了で
き、録画装置１の活用できる。なお、録画予約時間である場合でも、録画予約に関係しな
い記録媒体間ではダビング処理を行える。また、図２０の第７フローチャートの処理は、
ダビング先がＩＥＥＥ１３９４端子部９に接続された外部機器である場合でも、外部へデ
ータを出力する処理に対して同様に適用できる。
【０１５８】
　さらに、ダビング処理を行うか否かの判断には、装置本体側の電源ボタン８ａ又はリモ
コン装置の電源ボタンの入り切りの操作を用いることも可能である。即ち、いずれかの電
源ボタンで切り操作が行われた場合、ユーザは録画装置１を使用する意思が無いと判断し
て、その間にダビング処理を行う仕様にしてもよい。
【０１５９】
　図２１は、電源ボタンの切り操作が行われている間にダビング処理を行う場合の処理手
順を示した第８フローチャートである。この場合、録画装置１はダビング元などの選択を
受け付け（Ｓ９０）、ダビング予約の指示を受け付けた否かを制御部２０が判断し（Ｓ９
１）、指示を受け付けていない場合（Ｓ９１：ＮＯ）、指示待ちになり、指示を受け付け
た場合（Ｓ９１：ＹＥＳ）、電源ボタンにより電源切りの操作が行われたか否かを制御部
２０が判断する（Ｓ９２）。
【０１６０】
　電源切りの操作が行われていない場合（Ｓ９２：ＮＯ）、処理待ちとなり、電源切りの
操作が行われた場合（Ｓ９２：ＹＥＳ）、制御部２０はダビングの実行を開始させる制御
を行う（Ｓ９３）。その後、制御部２０はダビングが終了したか否かを判断し（Ｓ９４）
、終了していない場合（Ｓ９４：ＮＯ）、電源入り操作があったか否かを判断し（Ｓ９５
）、電源入り操作が無い場合（Ｓ９５：ＮＯ）、ダビングの処理段階（Ｓ９３）へ戻り、
電源入り操作があった場合（Ｓ９５：ＹＥＳ）、制御部２０はダビングを一旦停止させる
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制御を行い（Ｓ９６）、再度、電源切り操作があったか否かを判断する（Ｓ９７）。
【０１６１】
　電源切り操作が無い場合（Ｓ９７：ＮＯ）、電源切り操作待ちとなり、電源切り操作が
あった場合（Ｓ９７：ＹＥＳ）、ダビングの処理段階（Ｓ９３）へ戻り、ダビング処理を
再開し、以降、ダビング処理が終了するまで上述した処理を繰り返し、最終的に、ダビン
グの終了判断（Ｓ９４）でダビングの終了が判断された場合（Ｓ９４：ＹＥＳ）、ダビン
グに係る処理を終了する。
【０１６２】
　このように電源切りの間にダビング処理を行うことで、ユーザが録画装置１を使用する
意思の無い時間帯を有効に利用してダビング処理を完了でき、録画装置１の活用度を高め
られ、また、電源が入れられた場合はダビング処理を停止するので、ユーザの録画装置１
の使用を妨げることもない。なお、図２１の第８フローチャートの処理も、ダビング先が
ＩＥＥＥ１３９４端子部９に接続された外部機器である場合、外部へデータを出力する処
理に対して同様に適用できる。
【０１６３】
　なお、近時デジタル放送番組はＣＰＲＭ（Contents Protection for Recordable Media
）と呼ばれる著作権保護信号を放送信号の中に付加して送信されている。ＣＰＲＭは、デ
ジタル放送番組（データ）を放送された状態の画質で他の記録型ＤＶＤ、パソコン用のハ
ードディスク装置等にコピーすることはできないが、１回だけのデータ移動（コピーワン
ス）は可能にしている。
【０１６４】
　本発明の録画装置１の制御部２０は、このコピーワンスに対応した番組を「一回だけ録
画可能」に制御してＣＰＲＭに対応する記録媒体に一回だけ録画を行うことが可能であり
、一例としてＣＰＲＭ対応のＢＤ、ＤＶＤ、又はハードディスク装置等の記録媒体を用い
てデータを保存できる。このときは、例えば、ハードディスク装置に記録した番組（デー
タ）をＢＤ又はＤＶＤ等の他の記録媒体へダビングしながらダビング元になるハードディ
スク装置から元データを消去していく機能（前述した「ムーブ」機能）を備えたダビング
装置として、本発明に係る録画装置１は作動することになる。
【図面の簡単な説明】
【０１６５】
【図１】本発明の実施形態に係る録画装置の斜視図である。
【図２】実施形態の録画装置のパネル部を開放した状態を示す斜視図である。
【図３】録画装置の２つのトレイを外方へ引き出した状態を示す斜視図である。
【図４】録画装置の主要な内部構成を示すブロック図である。
【図５】リモコン装置を示す正面図である。
【図６】ダビング元の選択に係る第１メニュー画像の概略図である。
【図７】（ａ）～（ｄ）はダビング先の選択に係る第２乃至第５メニュー画像である。
【図８】録画予約の方法の選択に係る録画予約メニュー画像の概略図である。
【図９】ダビング開始時期の選択に係る開始メニュー画像の概略図である。
【図１０】ダビング量を示すモードにおける第１発光部及び第２発光部の点灯状況を示す
図である。
【図１１】ダビング速度を示すモードにおける第１発光部及び第２発光部の点灯状況を示
す図である。
【図１２】電子番組表の一部を示す図である。
【図１３】録画予約の一部の内容を示す図である。
【図１４】ダビングに係る処理部分が未使用である場合にダビングを実行する一連の処理
手順を示す第１フローチャートである。
【図１５】ダビング先の決定に係る処理手順を示す第２フローチャートである。
【図１６】ダビング対象のデータのデータ量とダビング先の空き容量の比較に係る処理手
順を示す第３フローチャートである。
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【図１７】ＢＤ及びＤＶＤを連携させてダビング先を切り替える処理手順を示す第４フロ
ーチャートである。
【図１８】ダビング対象のデータの種類に応じてダビング先を決定する処理手順を示す第
５フローチャートである。
【図１９】放送休止中にダビングを実行する一連の処理手順を示す第６フローチャートで
ある。
【図２０】録画予約の空き時間にダビングを実行する一連の処理手順を示す第７フローチ
ャートである。
【図２１】電源切りの間にダビングを実行する一連の処理手順を示す第８フローチャート
である。
【符号の説明】
【０１６６】
　１　録画装置
　２　筐体
　３　パネル部
　４　第１発光部
　５　液晶表示部
　６　第２発光部
　７　リモコン受光部
　８ａ　電源ボタン
　９　ＩＥＥＥ１３９４端子部
　１１　第１トレイ
　１２　第２トレイ
　１３　第１光ピックアップ部
　１５　第２光ピックアップ部
　１７　ハードディスク装置
　２１　地上デジタルチューナ部
　２２　ＢＳ・１１０度ＣＳデジタルチューナ部
　２３　ＶＨＦ／ＵＨＦチューナ部
　２６　画像／音声信号処理部
　２７　伝送制御処理部
　２８　ＢＤドライブ部
　２９　ＤＶＤドライブ部
　３０　接続インタフェース部
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